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今日の
自分が
明日の
世界を
つくる。

特集
ここから
始める
未来

文・グローブヴォイス編集室
写真・公文健太郎

言語文化学部と国際社会学部が
スタートして半年が過ぎた。学内
は、外国語学部の学生と新入生
とで新たな賑わいをみせている。
初夏のある一日、東外大の“いま”
をつくる、学生の表情と声を集め
た。彼ら、彼女らは、将来、どん
な自分に出会うのだろう。

ガリ勉タイプが多いと
  思っていたけど、
勉強プラスαで

好きなことをしている人が
たくさんいます！

２年になり
  ベトナム語に加えて、
  中国語とスペイン語、

トルコ語にも
  取り組んでいます。

案外普通の人ばかりで
物足りない！
でも８カ国語

話せるようになりました！

変な人と
普通の人が

  二極化している印象。

わが道をいく大学。
流行に流されない人が
  多いと思います。
  この感じ好きです。

周りの人が
  よく勉強するので、
つられて勉強するように
  なりました（笑）。

  教員を目指しています。

勉強するには
  最高の環境です。

  いろんな国の人と出会い、
  世界が広がりました。
  夢は会議通訳者。

留学生と
  知り合いになり、
  世界が広がりました。
夢はジャズミュージシャンに

  なること。

同じクラスの人と
4年間一緒に過ごすので
  絆が深まります。
将来は国際金融の
  仕事に就きたい。

  自由にできる大学。
自分のスタイルを
大切にしている人が
  多い印象です。

  やさしい人が多く、
自由にのびのび
  振る舞えます。
ジャーナリストに
  なりたいです。

  日露のハーフですが、
ロシア語が使えないので
  勉強中です。

  夢はアナウンサー。

少人数なので
つながりが深い！
楽しい！

外交官を目指し
  猛勉強中です。
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のためには、さまざまな国の文化・歴
史といった、背景を知ることが欠か
せません。６号目となる今号は、今
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東
京
外
国
語
大
学
に
入
る
と
、

何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
、
何

を
学
び
、
ど
の
よ
う
な
出
会

い
が
待
っ
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、将
来

は
ど
ん
な
自
分
に
な
っ
て
い
る
の
か

│
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
豊
富
な
メ
ニ
ュ

ー
が
揃
っ
て
い
る
が
、
何
を
学
ぶ
か
は

自
分
次
第
。
大
学
の
講
義
だ
け
で
な
く
、

就
職
を
意
識
し
て
資
格
取
得
に
向
か
う

人
も
い
る
だ
ろ
う
し
、
大
学
院
を
目
指

し
て
高
度
な
研
究
を
究
め
る
人
も
い
る

だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
教
室
で
は
学
べ

な
い
こ
と
を
求
め
て
留
学
や
課
外
活
動

に
精
を
出
す
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

多
く
の
人
が
指
摘
す
る
こ
と
だ
が
、
大

学
時
代
の
一
日
一
日
は
、
未
来
の
自
分

の
骨
と
な
り
肉
と
な
る
大
切
な
時
間
だ
。

　

２
０
１
２
年
４
月
、東
外
大
で
は「
言

語
文
化
学
部
」
と「
国
際
社
会
学
部
」
が

ス
タ
ー
ト
し
、第
一
期
生
が
誕
生
し
た
。

学
生
た
ち
は
日
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
な
意

識
で
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い

る
の
か
。
初
夏
の
あ
る
晴
れ
た
日
、
学

内
で
学
生
た
ち
に
大
学
生
活
で
感
じ
る

こ
と
や
将
来
の
夢
な
ど
を
聞
い
た
。

　
「
東
外
大
を
一
言
で
言
う
と
」
と
い

う
問
い
で
一
番
多
か
っ
た
答
え
が「
変

な（
お
も
し
ろ
い
）人
が
多
い
大
学
」。

同
じ
く「
入
学
し
て
か
ら
成
長
し
た
点

は
」、
と
い
う
問
い
に
は
、「
も
の
の
見

方
、
価
値
観
が
広
が
っ
た
」
と
い
う
答

え
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
２
年
生
以
上

の
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
新
入
生
に
も

多
く
み
ら
れ
た
。
全
地
球
を
カ
バ
ー
す

る
、
世
界
14
地
域
・
27
言
語
の
教
育
体

制
を
備
え
た
、
東
外
大
独
自
の
ユ
ニ
ー

ク
さ
だ
か
ら
こ
そ
の
特
徴
と
言
え
る
。

　

学
部
や
専
攻
語
、専
攻
地
域
は
、広
い

学
び
の
世
界
へ
の「
入
り
口
」。
こ
こ

か
ら
新
し
い
自
分
を
発
見
す
る
旅
が
始

ま
る
の
だ
。
大
学
の
４
年
間
は
、
人
生

の
中
で
も
自
由
で
可
能
性
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
る
。
自
分
に
隠
さ
れ
た
力
を
発

見
す
る
こ
と
、友
達
を
作
る
こ
と
、一
人

の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
。
こ
の
時
間
を

最
大
限
に
利
用
し
て
、
好
奇
心
と
個
性

を
大
切
に
、
自
ら
の
可
能
性
を
探
し
て

み
よ
う
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
新
設
地
域
・
言

語
の
設
置
意
義
や
新
設
学
部
の
学
部
長
、

外
国
語
学
部
生
か
ら
、
東
外
大
な
ら
で

は
の
学
び
の
魅
力
を
聞
い
た
。

将来は国際協力方面の
  仕事に就きたい。
そのためにも

英語を究めるため
  がんばっています。

  異文化を理解するために、
  調べ、分析し、書いて、

発表するという
  基本動作が身につきました。

ボランティアで
外国にルーツを持つ
子どもへの教育支援
（授業中の通訳など）を

  しています。

  外語祭の語劇や料理店、
課題や試験に

  ともに取り組むことで、
専攻内に強い団結力が
  生まれました。

  語学を究めるもよし、
  旅行するのもよし、

  サッカー部に入るのもよし（笑）。
  悩む前に行動です。

「情報」では得られない
  現場の「匂い」を感じたい！

五感を使って
  世界を知りたい。

就職活動のための
  大学生活は嫌。
  自分がやりたいこと、

好きなことに
  時間を使っています。

４年生になったら
  １年休学し、
海外の企業で
インターンシップを

  しようと思っています。

外務省で働くために
  予備校へ通っています。
先輩や目標が同じ

  仲間に支えられています。

英語教師を目指して
  塾講師のアルバイトをしながら、
  教育現場を学んでいます。

あこがれの
大学だったので

  入れてうれしいです。
たくさんの国を

  自分の目で見てみたいです。

海外や異文化への
  抵抗がなくなり、

  行動範囲が広がりました。
  目標は20代で世界一周！

外語祭が
  めっちゃ楽しい。
世界の文化と

料理を楽しめるので
  遊びに来てください。

オープンマインドな人が
  多いと思います。

  将来はメキシコに住みたい。

ほかの大学で
学べないことが

  学べると思います。
吸収したいことには
  貪欲にいきます。

  人との出会いも、
  思い出も、
自分から動いて
初めて手にできると
  実感しています。

学生生活の過ごし方に
  “正解”はない。
未来の自分だけが

  それを知っているのだ。

  「外」とつながる大学では、
  日本で最高の大学と
思っています。

  夢はミュージシャン。

男女比3：7？
女性のパワーに
  あふれています。
クラスのメンバーは
  みんな仲良しです。

在学中に専攻語の
スピーチコンテストで
  優勝してみせます！

多様なものを
受け入れる心と頭の

  柔軟性が身につきました。
好奇心、探究心は

  尽きることがありません。

チェコの絵本や
雑貨が好きなので、
文化外交を勉強して、
海外と日本の芸術交流を

支えたい。

  大学に入ってから、
「ことば」に対する興味が
  一段と強くなりました。
  方言について研究したい。

大学生活６年目。
留学や休学に

  抵抗がなくなります。
  枠にハマらず、

  自由に生きられる大学です。

国際関係に
興味を持って

  入学しましたが、
今はロシア文学に
  夢中です。

  正しい日本語を使い、
日本の歴史や文化について
  知識があること。
それが国際人への
  第一歩です。

ブラジルから来た
研究生です。

日本語を勉強して、
村上春樹の小説を
翻訳するのが夢です。

キャンパスは例えれば
  “小さな世界”。

将来は、世界に必要とされる
  仕事がしたいです。

日本だけど
日本っぽくない雰囲気がいい！
  行動力が身について、

  考え方の幅が広がりました。

外語祭の語劇で
  “演じること”にハマりました。

舞台女優を
  目指しています。

  朝鮮語を通じて、
自然と日本語でも

  正しい敬語が使えるようになり、
  礼儀作法も身につきました。

さまざまな価値観や
ものの見方に

  ふれているうちに、
日本を客観的に

  見られるようになりました。

変わり者が多いので
  浮かなくてうれしい（笑）。
  周りに流されず、

  自由に生きていきたいです。

自
分
の

可
能
性
を
探
す

知
的
冒
険
の

旅
へ
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諸
語
が
２
０
０
以
上
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
に
は
パ
プ
ア
諸
語
が
７
０
０
以
上
存

在
し
ま
す
。
ま
た
、メ
ラ
ネ
シ
ア
、ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
は
オ
ー
ス
ト
ロ

ネ
シ
ア
語
族
に
属
す
る
言
語
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
19
世
紀
に
入
り
、
オ
セ
ア
ニ
ア

の
植
民
地
化
が
本
格
化
す
る
と
、
宗
主
国

の
言
語
と
し
て
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
が
広

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
現
地
語
の
学
習
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
英
語
や
フ
ラ

ン
ス
語
を
用
い
て
オ
セ
ア
ニ
ア
の
地
域
研

究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q
3 

オ
セ
ア
ニ
ア
に
か
か
わ
っ
て
い
く

こ
と
の
魅
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

海
洋
世
界
の
た
め
外
部
世
界
と
の
接
触

が
少
な
く
、
世
界
史
に
登
場
す
る
の
が
遅

れ
た
分
、
人
々
は
独
自
の
言
語
・
文
化
・

社
会
を
発
達
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
多
様
性

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
オ
セ
ア
ニ

ア
研
究
の
魅
力
で
し
ょ
う
。

よ
っ
て
象
徴
さ
れ
、
タ
ゴ
ー
ル
を
は
じ
め

と
す
る
詩
人
の
多
く
が
し
ば
し
ば
河
と
雨

を
詠う

た

っ
て
い
ま
す
。
タ
ゴ
ー
ル
は
も
ち
ろ

ん
突
出
し
た
存
在
で
す
が
、
こ
う
し
た
詩

人
を
生
み
出
し
た
文
化
や
人
々
も
忘
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
タ
ゴ
ー
ル

の
後
に
も
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し

て
多
く
の
優
れ
た
詩
人
や
作
家
が
生
ま
れ
、

そ
れ
が
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え

る
と
思
い
ま
す
。

Q
3 

ベ
ン
ガ
ル
語
の
魅
力
と
併
せ
て
、ご

自
身
の
抱
負
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
は
文
学
が
専
門
で
す
か
ら
、
な
ん
と

い
っ
て
も
そ
の
文
学
の
豊
か
さ
が
魅
力
で

す
。
特
に
韻
文
の
豊
か
さ
は
際
立
っ
て
い

て
、
そ
れ
だ
け
に
音
を
大
切
に
す
る
創
作

ス
タ
イ
ル
に
ひ
か
れ
ま
す
。
本
学
で
や
っ

と
本
格
的
に
原
語
で
そ
れ
ら
を
読
む
こ
と

が
で
き
る
学
生
が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
、

日
本
に
お
け
る
研
究
や
翻
訳
が
発
展
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ベ
ン
ガ
ル
文

学
は
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
読
者
を

獲
得
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
学

生
の
み
な
ら
ず
一
人
で
も
多
く
の
人
に
ベ

ン
ガ
ル
文
学
に
ふ
れ
て
も
ら
い
、
批
評
や

研
究
の
場
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問
者 

土
佐
桂
子 

教
授

（
大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

国
際
社
会
部
門
）

質
問
者 

水
野
善
文 

教
授

（
大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

言
語
文
化
部
門
）

Q
1 

オ
セ
ア
ニ
ア
と
い
う
と
広
大
な
地

域
が
含
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、地
域
区

分
と
簡
単
な
社
会
・
文
化
的
特
徴
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

オ
セ
ア
ニ
ア
は
、
大
き
く
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
ポ

リ
ネ
シ
ア
の
４
つ
の
地
域
に
区
分
さ
れ
ま

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
メ
ラ
ネ
シ
ア
に

人
類
が
移
住
し
た
の
は
今
か
ら
約
５
万
年

前
の
こ
と
で
す
が
、
数
千
年
前
に
東
南
ア

ジ
ア
か
ら
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
系
の
人
々

が
メ
ラ
ネ
シ
ア
、ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、ポ
リ
ネ

シ
ア
の
島
々
に
移
住
す
る
ま
で
、
太
平
洋

の
島
々
は
ほ
と
ん
ど
が
無
人
島
で
し
た
。

　

最
初
の
移
住
者
た
ち
を
先
祖
に
持
つ
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
人
々
は

長
い
間
狩
猟
採
集
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し

た
が
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
と
そ
の
周
辺
の

島
々
に
暮
ら
す
パ
プ
ア
系
の
人
々
は
独
自

に
農
耕
の
技
術
を
発
明
し
、
焼
畑
移
動
農

耕
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

優
れ
た
航
海
術
を
用
い
て
太
平
洋
に
広
が

っ
た
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
系
の
人
々
は
根

菜
農
耕
と
ブ
タ
飼
育
の
技
術
を
基
盤
に
首

長
制
社
会
を
発
達
さ
せ

て
き
ま
し
た
。

Q
2 

東
外
大
で
は
、ど
の

よ
う
な
角
度
か
ら
オ
セ
ア

ニ
ア
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
か
。

　

オ
セ
ア
ニ
ア
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
現
地
語
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
は
ア
ボ
リ
ジ
ニ

Q
1 

今
こ
の
時
代
に
、日
本
初
の
ベ
ン
ガ

ル
語
専
攻
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
、ど
ん

な
意
義
が
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

　

ベ
ン
ガ
ル
語
を
国
語
と
す
る
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
が
独
立
を
果
た
し
て
か
ら
、
す
で

に
40
年
が
経
過
し
、
そ
の
意
味
で
は
や
っ

と
と
い
う
感
が
あ
る
の
で
す
が
、
一
方
で

世
界
的
に
も
ベ
ン
ガ
ル
語
を
専
攻
で
き
る

大
学
は
そ
れ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ベ
ン
ガ

ル
語
は
イ
ン
ド
国
内
で
も
州
公
用
語
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
近
年
こ
の
地
域

は
日
本
で
も
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
言
語
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
活
躍
が
期
待
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
南
ア
ジ
ア
は
全
体
と

し
て
複
合
的
な
文
化
を
持
っ
て
い
ま
す
の

で
、
本
学
な
ら
で
は
の
シ
ス
テ
ム
で
よ
り

深
く
こ
の
地
域
を
理
解
す
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

Q
2 

ベ
ン
ガ
ル
と
い
え

ば
タ（

注
）

ゴ
ー
ル
が
有
名
で

す
が
、ベ
ン
ガ
ル
文
化
を

育
む
自
然
や
人
々
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ベ
ン
ガ
ル
地
域
の
大

部
分
は
大
河
の
デ
ル
タ

地
帯
で
、
ま
た
高
温
多
湿

で
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り

ベ
ン
ガ
ル
は
河
と
雨
に

　

中
央
ア
ジ
ア
と
日
本
は
か
つ
て
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
で
結
ば
れ
、
独
立
後
の
発
展
に
日

本
は
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域

の
資
源
と
安
定
は
現
代
の
日
本
に
と
っ
て

も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

Q
2 

中
央
ア
ジ
ア
を
理
解
す
る
た
め
に

は
、ど
の
よ
う
な
言
語
を
習
得
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
現
地
で
使
わ
れ
て
い
る
言
語
を
習

得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
大
き
く
分
け

て
、
民
族
語
と
共
通
語
と
し
て
の
ロ
シ
ア

語
が
あ
り
ま
す
。
民
族
語
に
は
ト
ル
コ
系

の
ウ
ズ
ベ
ク
語
、カ
ザ
フ
語
、キ
ル
ギ
ス
語
、

ト
ル
ク
メ
ン
語
と
イ
ラ
ン
系
で
ペ
ル
シ
ア

語
に
近
い
タ
ジ
ク
語
が
あ
り
ま
す
が
、
文

章
語
と
し
て
長
い
伝
統
を
持
っ
て
い
る
の

は
、ウ
ズ
ベ
ク
語
と
タ
ジ
ク
語
で
、ウ
ズ
ベ

ク
語
は
中
央
ア
ジ
ア
で
最
大
の
話
者
を
有

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ロ
シ
ア
語
は
特
に
ソ
連
時
代
に

共
通
語
と
し
て
定
着
し
、
ソ
連
解
体
後
も

そ
の
地
位
は
変
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
連
邦
と

の
関
係
が
強
ま
る
と
と
も
に
、
現
地
で
の

ロ
シ
ア
語
教
育
に
も
力
が
入
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
ロ
シ
ア
帝
国
以
来
、
中
央
ア
ジ
ア
に

関
す
る
研
究
・
調
査
の
成
果
は
、
主
に
ロ

シ
ア
語
で
蓄
積
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
新
設
の
中
央
ア
ジ
ア
専

攻
で
は
、
ロ
シ
ア
語
と
ウ
ズ
ベ
ク
語
を
必

修
と
し
て
い
ま
す
。

が
先
進
諸
国
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
課
題
が
希
望
と
綯な

い
合
わ
さ
る

よ
う
に
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ア
フ

リ
カ
諸
国
は
、
新
た
な
国
家
像
の
模
索
も

迫
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

Q
3 

こ
れ
か
ら
の
世
代
へ
の
教
育
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

　

ア
フ
リ
カ
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
世
界

を
見
る
眼
を
養
っ
て
ほ
し
い
。
ア
フ
リ
カ

を
、
開
発
と
援
助
の
対
象
と
し
て
見
る
の

で
は
な
く
、
多
民
族
共
生
・
多
文
化
共
存

の
社
会
と
し
て
敬
意
を
払
い
つ
つ
そ
の

「
内
側
か
ら
」学
ぶ
こ
と
を
経
験
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
横
浜
で
、
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

（
T
I
C
A
D 

V
）
が
開
か
れ
ま
す
。
こ

の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
ア
フ
リ
カ
自

身
の
自
立
」
の
深
化
と「
国
際
社
会
の
共

生
」の
重
要
性
を
認
識
し
た
上
で
、ア
フ
リ

カ
の
開
発
を
考
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
種
の
会
議
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
ア

フ
リ
カ
か
ら
見
た
新
し
い
世
界
を
構
想
す

る
眼
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新設地域

オセアニア
多様に広がり発達する
言語・文化・社会
栗田博之 教授

（大学院総合国際学研究院 言語文化部門）

新設言語

ベンガル
推定話者人口

２億５０００万人の言語
丹羽京子 講師

（大学院総合国際学研究院 言語文化部門）

質
問
者 

鈴
木
義
一 

教
授

（
大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

国
際
社
会
部
門
）

質
問
者 

坂
井
真
紀
子 

特
任
講
師

（
大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

国
際
社
会
部
門
）

1
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
新
設
地
域
と
言
語
を
学
ぶ
意
義
を
聞
き
ま
し
た

Q
1 「
中
央
ア
ジ
ア
」地

域
の
地
理
的
な
範
囲
と
、

そ
の
文
化
的
な
伝
統
、ま

た
日
本
と
の
関
係
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
日
、
中
央
ア
ジ
ア
と

は
、
１
９
９
１
年
に
ソ
連

か
ら
独
立
し
た
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
、カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、

キ
ル
ギ
ス
、タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、ト
ル
ク
メ
ニ

ス
タ
ン
の
５
カ
国
を
指
し
ま
す
。
古
来
草

原
の
遊
牧
民
と
オ
ア
シ
ス
の
定
住
民
が
対

立
、交
流
す
る
中
で
育
ま
れ
た
文
化
に
は
、

ト
ル
コ
お
よ
び
イ
ラ
ン
的
な
要
素
が
ま
じ

り
あ
い
、
こ
れ
に
イ
ス
ラ
ー
ム
が
ま
と
ま

り
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
19
世
紀

以
降
、
ロ
シ
ア
帝
国
つ
い
で
ソ
連
の
中
に

組
み
込
ま
れ
た
結
果
、
ロ
シ
ア
的
な
要
素

が
加
わ
り
、
お
よ
そ
70
年
の
ソ
連
時
代
に

は
社
会
主
義
の
文
化
が
浸
透
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
中
央
ア
ジ
ア
の
文
化
は
、
重

層
し
複
合
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、

新
し
く
独
立
し
た
国
々
は
、
文
化
的
な
伝

統
の
再
定
義
に
努
め
て
い
ま
す
。

Q
1 

こ
れ
ま
で
ア
フ
リ

カ
地
域
研
究
を
進
め
て
こ

ら
れ
た
ご
自
身
の
背
景
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す

か
。

　

大
学
で
は
理
学
部
で
地

理
学
を
専
攻
し
、
卒
業
後

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
ア
フ
リ
カ
研
究
を

始
め
ま
し
た
。
後
に
大
学
に
移
り
文
系
と

理
系
の
間
を
行
き
来
し
ま
し
た
が
、
一
貫

し
て
ア
フ
リ
カ
の
地
域
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
最
後
に
居
た
の
は
京
都
大
学
で

す
。
京
都
大
学
は
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
の

世
界
的
拠
点
の
一
つ
で
す
。
自
然
科
学
と

人
文
・
社
会
科
学
と
の
総
合
化
を
目
指
す

研
究
と
し
て
も
有
名
で
、
恵
ま
れ
た
研
究

環
境
で
し
た
。
そ
の
経
験
を
本
学
の
教
育

に
生
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q
2 

ア
フ
リ
カ
が
抱
え
る
課
題
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
フ
リ
カ
諸
国
は
、
東
西
冷
戦
体
制
の

崩
壊
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、

大
き
な
変
容
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
１
９

９
４
年
の
南
ア
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
撤

廃
後
、
各
地
で
一
党
独
裁
体
制
が
崩
壊
し

ま
し
た
。
と
同
時
に
、
各
地
で
地
域
紛
争

が
起
き
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
は
、
鉱
産
資
源
が
多
い
ア
フ
リ
カ

に
思
わ
ぬ
経
済
的「
好
機
」を
も
た
ら
し
、

近
年
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
伸
び
率

新設地域

中央アジア
重層し複合しながら
独自の歴史と文化を育む

小松久男 特任教授
（大学院総合国際学研究院 国際社会部門）

新設地域

アフリカ
多民族共生・

多文化共存の社会
島田周平 特任教授

（大学院総合国際学研究院 国際社会部門）

注・1913年にノーベル文学賞を受賞
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国
際
社
会
学
部
に
な
っ
て
何
が
変
わ

っ
た
の
？

│
そ
う
尋
ね
ら
れ
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
答

え
方
が
で
き
る
の
で
す
が
、
私
は「
時
代

の
精
神
に
反
応
し
た
の
だ
」
と
、
少
し
気

負
っ
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

「
国
際
化
」や「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」が
現
代

世
界
を
規
定
す
る
重
要
な
契
機
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
標
語
が
、
な
ん
と
な
く
明
る
い

未
来
を
暗
示
し
て
い
た
牧
歌
的
な
時
代
は

過
去
の
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
は
複
雑
な
新
段
階
に

入
り
込
ん
で
い
ま
す
。
人
間
や
物
や
資
本

が
予
想
を
超
え
る
量
と
速
度
で
越
境
し
、

一
方
で
は
平
準
化
や
同
質
化
が
進
み
な
が

ら
、
そ
れ
と
矛

盾
す
る
、
抵
抗

と
差
異
化
の
対

抗
現
象
も
広
が

っ
て
い
ま
す
。

冷
戦
が
終
結
し

た
１
９
８
０
年

代
末
か
ら
だ
け

　

新
し
い
言
語

と
文
化
の
学
修

は
時
間
が
か
か

る
だ
け
で
な
く
、

自
己
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と

の
対
峙
を
迫
ら

れ
る
苦
し
い
作

業
で
す
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
若
い
う

ち
に
一
度
は
経
験
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い

い
よ
う
に
思
う
の
で
す
。
や
み
く
も
に
新

し
い
言
語
と
文
化
の
学
修
を
始
め
る
の
で

は
な
く
、
例
え
ば
東
外
大
が
開
発
し
た
ウ

ェ
ブ
上
の
言
語
教
材「
T

※

U
F
S
言
語
モ

ジ
ュ
ー
ル
」
な
ど
の
ペ
ー
ジ
で
、
学
修
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
言
語
を
ち
ょ
っ
と
だ

け
か
じ
っ
て
か
ら
決
め
る
の
が
い
い
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
学
修
す
る
言
語
を
実
際
に

使
っ
て
い
る
自
分
の
姿
を
思
い
描
き
、
話

し
相
手
が
ど
う
い
う
人
な
の
か
を
想
像
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
言
語
と
文
化
の

関
係
を
考
え
る
糸
口
に
な
る
で
し
ょ
う
。

言
語
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

段
で
あ
る
、
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
お
互
い
に

わ
か
り
あ
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
相
手
と

自
分
が
違
う
こ
と
を
示
す
こ
と
も
大
切
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
そ
う
し

た
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
機
能
が
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
単
一
言
語
を
使
用
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
地
域
で
あ
っ
て
も
、
実
際

に
は
多
種
多
様
な
文
化
が
実
現
し
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
し
て
や
複
数
の
言

語
を
使
用
す
る
地
域
で
は
、
言
語
と
文
化

の
関
係
は
と
て
も
複
雑
で
す
。

　

人
々
が
地
球
的
な
規
模
で
、
頻
繁
に
接

触
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ
た
今
日
く
ら

い
、
多
言
語
と
多
文
化
の
関
係
性
を
理
解

し
、
そ
の
橋
渡
し
と
な
る
若
者
た
ち
が
必

要
と
さ
れ
る
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
語

文
化
学
部
で
は
、４
年
間
か
け
て
、世
界
の

い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
言
語
と
文
化
を
学
修

し
、
そ
れ
と
並
行
し
て
英
語
力
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
第
一
線
で
活

躍
す
る
国
際
教
養
人
の
育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

を
見
て
も
、戦
争
は
引
き
も
切
ら
ず
、富
の

不
平
等
は
、
是
正
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
そ
の

格
差
を
広
げ
て
い
ま
す
。
時
代
は
ね
じ
れ
、

煩は
ん

悶も
ん

し
、苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

国
際
人
と
は
、
英
語
が
た
だ
上
手
で
あ

る
人
の
こ
と
を
言
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

混
迷
す
る
国
際
社
会
に
生
き
る
人
に
必
要

な
の
は
、
異
文
化
に
丁
寧
に
寄
り
添
う
理

解
力
で
す
し
、
自
分
の
考
え
を
は
っ
き
り

と
形
に
で
き
る
総
合
的
な
表
現
力
で
す
。

ま
た
、
問
題
に
直
面
し
た
と
き
の
不
安
感

を
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
や
偏
見
に
流
し
込
ま

ず
、
不
確
か
な
状
況
を「
未
来
に
開
か
れ

た
可
能
性
」
と
し
て
引
き
受
け
て
い
け
る

底
力
で
す
。

　

今
、
惰
性
や
前
例
主
義
で
は
解
け
な
い

事
態
に
私
た
ち
の
市
民
社
会
は
直
面
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
立
ち
向
か
う
力
を
育
む

こ
と
は
、
常
に
時
代
の
前
衛
で
あ
る
本
学

の
使
命
で
す
。
時
代
の
奥
底
で
起
こ
っ
て

い
る
大
き
な
変
化
に
反
応
し
て
、
国
際
社

会
学
部
が
、
国
際
社
会
に
か
か
わ
る
総
合

的
な
教
育
の
た
め
の
新
学
部
と
し
て
出
発

し
た
の
で
す
。

言
語
文
化
学
部
長

川
口
裕
司

国
際
社
会
学
部
長

岩
崎 

稔

日
本
語
も
含
め
て
、

「
あ
な
た
だ
け
の
言
語
」を

４
年
間
か
け
て

身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

3
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
東
外
大
で
学
ぶ
ヒ
ン
ト
を
学
部
長
に
聞
き
ま
し
た

時
代
と
世
界
が

君
た
ち
を

待
っ
て
い
る
。

※
T
U
F
S
言
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
詳
細
は

http://w
w
w
.coelang.tufs.ac.jp/m

odules/

写真・山崎亜沙子

「

あ
の
と
き
は
、
い
ろ
い
ろ
な

国
の
友
達
が
心
配
し
て

メ
ー
ル
を
く
れ
た
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に『
大
丈
夫
か
』
と
書
き
込
ん
で
く

れ
た
り
し
ま
し
た
。
バ
イ
ト
先
の
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
泣
き
な
が
ら
被

災
地
支
援
の
募
金
を
し
て
く
れ
る
人
も

い
て
…
…
。『
日
本
は
本
当
に
愛
さ
れ

て
い
る
な
』
と
実
感
し
ま
し
た
ね
。
そ

の
経
験
か
ら
、
自
分
も
日
本
と
世
界
の

た
め
に
何
か
し
た
い
、
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
」

　
岩
橋
さ
ん
が
ス
ペ
イ
ン
語
を
専
攻
し

た
の
は
、「
旅
行
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
」

だ
と
い
う
。
20
カ
国
以
上
の
公
用
語
で

あ
る
ス
ペ
イ
ン
語
を
学
び
、
世
界
中
を

旅
し
て
人
々
と
話
し
た
い

│
夢
の
実

現
に
向
け
て
、入
学
後
は
ス
ペ
イ
ン
語
の

予
習
を
欠
か
さ
ず
、部
活
や
旅
行
、留
学

資
金
集
め
に
精
を
出
し
た
。
授
業
で
は
、

外
交
官
出
身
の
山
田
文
比
古
教
授
の
ゼ

ミ
を
受
講
。
国
際
政
治
の
生
々
し
い
現

実
に
ふ
れ
、
日
本
と
世
界
の
た
め
に
働

き
た
い
と
い
う
思
い
を
募
ら
せ
て
い
く
。

違
う
価
値
観
の
中
に
身
を
置

き
た
い
と
考
え
、
大
学

３
年
の
秋
に
ス
ペ
イ
ン
の
ポ
ン
ペ
ウ
・

フ
ァ
ブ
ラ
大
学
に
留
学
。
学
業
の
傍
ら
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の
競
技
団
体
に

飛
び
込
み
、チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
た
。
最
初
は
ス
ペ
イ
ン
語

が
あ
ま
り
話
せ
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
苦
労
し
た
と
い
う
岩
橋
さ
ん
。
チ

ー
ム
に
溶
け
込
も
う
と
、率
先
し
て
練
習

場
の
準
備
や
片
付
け
を
行
い
、
笑
顔
や

「
あ
り
が
と
う
」の
一
言
を
心
が
け
た
。

地
道
な
努
力
を
続
け
る

う
ち
に
、
岩
橋
さ
ん
は
、

チ
ー
ム
メ
ー
ト
か
ら
厚

い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
る

存
在
と
な
っ
て
い
く
。

「
言
葉
が
で
き
な
く
て

も
、
人
間
と
し
て
当
た

り
前
の
こ
と
を
し
て
い

れ
ば
、
国
籍
に
関
係
な

く
信
頼
し
て
も
ら
え
る
。

振
る
舞
い
や
人
間
的
な

魅
力
な
ど
、
語
学
以
上

に
大
切
な
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
そ
れ
を
留

学
で
学
べ
た
の
は
大
き

か
っ
た
で
す
ね
」

大
学
や
ス
ポ

ー
ツ
、

旅
先
な
ど
で
出
会
っ
た

人
々
と
の
交
流
と
、
３
・
11
の
震
災
時

の
体
験
。
そ
れ
ら
は
岩
橋
さ
ん
に
、

「
世
界
の
中
で
生
き
る
日
本
人
」
と
し

て
の
自
覚
を
も
た
ら
し
た
。

「
日
本
と
世
界
が
Ｗ
ｉ
ｎ

－

Ｗ
ｉ
ｎ
に

な
れ
る
仕
事
が
し
た
い
」

　
そ
う
思
う
よ
う
に
な
り
、
就
職
活
動

は
50
社
に
絞
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

を
提
出
。
企
業
研
究
か
ら
Ｏ
Ｂ
訪
問
ま

で
、「
こ
れ
で
落
ち
て
も
悔
い
は
な
い
」

と
思
え
る
だ
け
の
努
力
を
重
ね
、見
事
、

第
一
志
望
の
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）の
内
定
を
勝
ち
取
っ
た
。

「
東
外
大
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
が
与

え
ら
れ
る
の
で
、可
能
性
は
無
限
大
と
感

じ
ま
す
。
一
番
よ
く
な
い
の
は
、何
も
考

え
ず
に
４
年
間
ブ
ラ
ブ
ラ
過
ご
す
こ
と
。

部
活
で
も
勉
強
で
も
バ
イ
ト
で
も
い
い

か
ら
、志
を
持
っ
て
、何
か
一
つ
の
こ
と

に
打
ち
込
ん
で
ほ
し
い
。
何
が
正
解
か

は
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
か
ら
」

ス
ペ
イ
ン
語
専
攻
４
年

岩
橋
立
朗

語
学
以
上
に

大
切
な
こ
と
を

留
学
で
学
ん
だ

ス
ペ
イ
ン
語
専
攻
で
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

（
フ
リ
ス
ビ
ー
）部
の

部
長
も
務
め
る
岩
橋
立
朗
さ
ん
。

東
日
本
大
震
災
の

第
一
報
を
聞
い
た
の
は
、

留
学
先
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
の

こ
と
だ
っ
た
…
…
。

2

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
留
学
経
験
の
あ
る
外
国
語
学
部
生
に
大
学
生
活
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た

Tatsuro Iw
ahashi

１
９
８
９
年
愛
知
県
生
ま
れ
。２
０
０

８
年
東
京
外
国
語
大
学
ス
ペ
イ
ン
語

専
攻
に
入
学
。２
０
１
０
年
９
月
〜
２

０
１
１
年
８
月
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ

ナ
の
ポ
ン
ペ
ウ
・
フ
ァ
ブ
ラ
大
学
に

留
学
。滞
在
中
に
サ
ン
チ
ャ
ゴ
・
デ
・

コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
巡
礼
を
敢
行
し
、27

日
間
で
８
０
０
㎞
を
踏
破
し
た
。体
育

会
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
部
部
長
。
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東
京
外
国
語
大
学
で
ロ
シ
ア
語
を
学
び
、

在
学
中
に『
優
し
い
サ
ヨ
ク
の
た
め
の
嬉
遊

曲
』
で
、
彗
星
の
ご
と
く
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
。

一
躍
、「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
学
の
旗
手
」と
し

て
脚
光
を
浴
び
た
の
が
、作
家
の
島
田
雅
彦

さ
ん
だ
。郊
外
の
新
興
住
宅
地
を
舞
台
に
若

者
の
生
活
を
描
き
、前
衛
的
な
作
風
で
注
目

を
集
め
た
島
田
さ
ん
。
そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
、変
貌
を
遂
げ
て
き

た
。小
説
執
筆
の
み
な
ら
ず
音
楽
評
論
、
オ

ペ
ラ
脚
本
、映
画
出
演
な
ど
幅
広
い
フ
ィ
ー

ル
ド
で
活
動
を
展
開
。現
在
は
法
政
大
学
国

際
文
化
学
部
の
教
授
と
し
て
サ
ブ
カ
ル
チ

ャ
ー
論
や
演
劇
論
、
文
学
な
ど
を
講
じ
て
、

後
進
の
指
導
に
も
当
た
っ
て
い
る
。学
生
に

知
の
喜
び
を
伝
え
る
た
め
に
は「
学
生
の
側

だ
け
に
努
力
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、教
え

る
側
に
も
努
力
が
必
要
」
と
語
り
、
大
学
教

育
の
現
状
に
一
石
を
投
じ
る
。

失
わ
れ
つ
つ
あ
る

身
体
性
を

い
か
に

回
復
す
る
か

し
ま
だ 

ま
さ
ひ
こ

１
９
６
１
年
生
ま
れ
。84
年
東
京
外
国
語
大
学

外
国
語
学
部
ロ
シ
ヤ
語
学
科
卒
業
。

在
学
中
の
83
年
、『
優
し
い
サ
ヨ
ク
の
た
め
の

嬉
遊
曲
』で
デ
ビ
ュ
ー
。

主
な
作
品
に『
彼
岸
先
生
』（
泉
鏡
花
文
学
賞
）、

『
僕
は
模
造
人
間
』、『
自
由
死
刑
』、

『
退
廃
姉
妹
』（
伊
藤
整
文
学
賞
）な
ど
が
あ
る
。

オ
ペ
ラ
台
本
は
オ
ペ
ラ『
忠
臣
蔵
』、

『
Ｊ
ｒ
．バ
タ
フ
ラ
イ
』。日
本
文
藝
家
協
会
理
事
。

現
在
、法
政
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
。

学
長 

亀
山
郁
夫
対
談

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
青
木
倫
紀

ゲ
ス
ト 

氏

作
家

東
京
外
国
語
大
学
で
ロ
シ
ア
語
を
学
び
、

在
学
中
に『
優
し
い
サ
ヨ
ク
の
た
め
の
嬉
遊

曲
』
で
、
彗
星
の
ご
と
く
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
。

一
躍
、「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
学
の
旗
手
」と
し

て
脚
光
を
浴
び
た
の
が
、作
家
の
島
田
雅
彦

さ
ん
だ
。郊
外
の
新
興
住
宅
地
を
舞
台
に
若

者
の
生
活
を
描
き
、前
衛
的
な
作
風
で
注
目

を
集
め
た
島
田
さ
ん
。
そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
、変
貌
を
遂
げ
て
き

た
。小
説
執
筆
の
み
な
ら
ず
音
楽
評
論
、
オ

ペ
ラ
脚
本
、映
画
出
演
な
ど
幅
広
い
フ
ィ
ー

ル
ド
で
活
動
を
展
開
。現
在
は
法
政
大
学
国

際
文
化
学
部
の
教
授
と
し
て
サ
ブ
カ
ル
チ

ャ
ー
論
や
演
劇
論
、
文
学
な
ど
を
講
じ
て
、

後
進
の
指
導
に
も
当
た
っ
て
い
る
。学
生
に

知
の
喜
び
を
伝
え
る
た
め
に
は「
学
生
の
側

だ
け
に
努
力
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、教
え

る
側
に
も
努
力
が
必
要
」
と
語
り
、
大
学
教

育
の
現
状
に
一
石
を
投
じ
る
。

失
わ
れ
つ
つ
あ
る

身
体
性
を

い
か
に

回
復
す
る
か

し
ま
だ 

ま
さ
ひ
こ

１
９
６
１
年
生
ま
れ
。84
年
東
京
外
国
語
大
学

外
国
語
学
部
ロ
シ
ヤ
語
学
科
卒
業
。

在
学
中
の
83
年
、『
優
し
い
サ
ヨ
ク
の
た
め
の

嬉
遊
曲
』で
デ
ビ
ュ
ー
。

主
な
作
品
に『
彼
岸
先
生
』（
泉
鏡
花
文
学
賞
）、

『
僕
は
模
造
人
間
』、『
自
由
死
刑
』、

『
退
廃
姉
妹
』（
伊
藤
整
文
学
賞
）な
ど
が
あ
る
。

オ
ペ
ラ
台
本
は
オ
ペ
ラ『
忠
臣
蔵
』、

『
Ｊ
ｒ
．バ
タ
フ
ラ
イ
』。日
本
文
藝
家
協
会
理
事
。

現
在
、法
政
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
。

学
長 

亀
山
郁
夫
対
談

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
青
木
倫
紀

ゲ
ス
ト 

島
田
雅
彦
氏

作
家
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亀
山
郁
夫
学
長
（
以
下
、
学
長
）　

島
田
さ
ん
は
、

作
家
と
大
学
教
授
と
い
う
二
つ
の
日
常
を
、
ど

の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

島
田
雅
彦
（
以
下
、
島
田
）　

け
っ
こ
う
、
の
ん

び
り
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
家
で
執
筆
し
て
い

る
日
は
「
光
合
成
」
し
て
い
る
感
じ
が
あ
り
ま

す
ね
。
大
学
の
出
講
日
は
、
講
義
が
終
わ
る
と

都
内
を
徘
徊
し
、〝
秘
境
〞
を
探
訪
し
て
い
ま

す
。
僕
は
お
酒
が
好
き
な
ん
で
す
が
、
同
じ
地

域
で
飲
む
こ
と
が
多
く
な
っ
て
発
展
が
な
い
。

そ
こ
で
あ
る
日
、
意
を
決
し
て
、
家
に
帰
る
の

と
は
逆
の
方
角
に
行
っ
て
飲
ん
で
み
た
ん
で
す
。

こ
れ
は
ハ
マ
り
ま
す
ね
。

学
長　

そ
こ
か
ら
、
ど
う
い
う
感
覚
が
生
ま
れ

る
ん
で
し
ょ
う
か
。

島
田　

ま
ず
、
自
分
自
身
に
違
和
感
を
覚
え
ま

し
た
。
外
国
で
も
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
の
前

を
通
っ
た
り
す
る
と
、
ま
だ
街
に
溶
け
込
ん
で

い
な
い
自
分
を
発
見
す
る
。「
あ
、
外
人
が
い

る
」
と
い
う
感
覚
で
す
。
そ
う
い
う
感
覚
は
、

割
と
好
き
で
す
ね
。
捜
査
と
い
う
探
偵
的
な
目

的
が
な
い
ま
ま
に
、
現
場
に
行
っ
て
聞
き
込
み

を
し
て
い
る
よ
う
な
。
盗
聴
し
て
い
る
と
い
う

か
、
覗
き
見
し
て
い
る
と
い
う
か
（
笑
）。

学
長　

そ
の
意
味
で
は
、
日
常
の
中
で
覗
き
見

で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
現
代
人
の
悲
劇
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
界

が
近
く
な
っ
た
分
、
身
体
的
感
覚
を
伴
っ
て
、

ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
よ
う
な
異
世
界
を
経
験
で
き
る

機
会
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
島
田
さ
ん
は
作

品
の
中
で
、
郊
外
に
お
け
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な

も
の
を
お
書
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

「
自
分
が
住
む
土
地
を
い
か
に
非
現
実
化
し
て

見
る
か
」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
今
は
「
郊
外
に
あ
る
自
分
」
と
い
う
も
の

を
異
化
で
き
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
な
の

ら
、
酔
っ
ぱ
ら
い
の
長
広
舌
に
耳
を
傾
け
た
り

し
て
い
る
。
僕
も
街
を
徘
徊
し
な
が
ら
、
同
じ

よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
ね
。

語
り
の
原
点
を
自
覚
し
た

３
・
11
と
い
う
経
験

学
長　
「
自
分
の
家
と
は
別
の
方
向
に
向
か
う
」

こ
と
か
ら
、
新
し
い
小
説
世
界
が
生
ま
れ
る
予

感
の
よ
う
な
も
の
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

島
田　

僕
は
、
こ
れ
か
ら
書
く
小
説
の
取
材
と

い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
し
な
い
ん
で
す
。
以
前
、

択エ
ト
ロ
フ捉
を
舞
台
に
小
説
を
書
い
た
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
が
、
実
際
に
現
地
に
行
っ
た
の
は
、
執
筆

を
始
め
る
10
年
前
で
す
。
経
験
を
い
っ
た
ん
内

面
化
し
、
そ
れ
を
表
に
出
す
た
め
に
は
、
寝
か

せ
て
発
酵
さ
せ
る
時
間
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。

そ
れ
は
、
３
・
11
の
震
災
か
ら
ま
だ
日
が
浅
い

時
期
に
、
作
家
が
ど
ん
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
す

る
か
を
期
待
さ
れ
て
も
困
る
、
と
い
う
説
明
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
小
説
執
筆
の
た
め
の
デ
ー
タ
収
集

に
、
ネ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
お
か
げ
で
、
デ
ー
タ
収
集
は
楽
に

な
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
現
地
を
訪
れ
た

り
、
関
係
者
に
会
っ
た
り
す
る
機
会
は
か

な
り
減
り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
や
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の

よ
う
な
ツ
ー
ル
が
便
利
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
分
、
身
体
性
の
ほ
う
は
か
な
り
退
化
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
状
況
を
自
覚
さ
せ
て
く
れ
た
の

が
、
３
・
11
で
す
。
電
気
の
供
給
が
止
ま
れ
ば
、

Ｐ
Ｃ
や
電
話
を
は
じ
め
、
日
常
生
活
で
不
可
欠

な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
一
度
、

石
器
時
代
に
戻
る
わ
け
で
す
か
ら
、
生
き
延
び

ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
人
の
身
体
に
宿
る

「
教
養
」
に
か
か
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
同
じ
で
、
一
番
の
基
本
は
「
情
報
伝

達
の
広
場
に
行
っ
て
、
人
か
ら
聞
く
」
と
い
う

原
始
的
な
手
法
で
す
。
語
る
こ
と
の
原
点
は
、

や
は
り
そ
こ
に
あ
る
と
思
う
の
で
、
ど
こ
か
で

リ
ハ
ビ
リ
を
自
分
に
課
し
た
い
と
い
う
思
い
は

あ
り
ま
す
ね
。

学
長　

身
体
性
の
回
復
で
す
か
。

島
田　

そ
れ
が
重
要
で
す
。
そ
こ
に
は
、
最
古

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
イ
ル
を
宿
し

て
お
く
こ
と
と
、
自
分
の
手
で
も
の
を
作
る
と

い
う
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

学
長　

な
る
ほ
ど
。
も
の
作
り
に
関
連
し
て
言

う
と
、
今
日
、
本
学
に
来
ら
れ
て
、「
自
分
の

庭
に
緑
の
空
間
を
作
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

が
新
た
に
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

島
田　

京
都
の
高
台
寺
の
よ
う
に
「
庭
が
主

役
」
の
お
寺
で
は
、
ど
の
筍
を
竹
に
す
る
か
、

ど
の
筍
な
ら
食
用
に
し
て
も
い
い
か
が
、
位
置

に
よ
っ
て
全
部
決
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
秋

に
な
っ
て
庭
の
落
ち
葉
を
片
付
け
る
と
き
も
、

落
ち
葉
を
何
枚
残
す
か
、
ど
の
場
所
に
残
す
か

ま
で
厳
密
に
決
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
京
都

の
寺
の
庭
は
一
見
、
自
然
に
見
え
る
け
れ
ど
、

徹
底
し
て
人
工
的
に
管
理
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

そ
の
こ
と
を
知
っ
て
以
来
、
職
人
に
対
す
る
リ

ス
ペ
ク
ト
が
非
常
に
高
ま
り
ま
し
た
。
言
葉
の

組
み
合
わ
せ
に
生
き
が
い
を
感
じ
る
と
い
う
点

で
は
、「
物
書
き
も
職
人
だ
」
と
い
う
自
負
も

あ
り
ま
す
し
。
そ
の
意
味
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ

ャ
ン
ル
の
職
人
が
辿
り
着
い
た
マ
テ
リ
ア
リ
ズ

ム
に
、
す
ご
く
興
味
が
あ
り
ま
す
ね
。

で
し
ょ
う
か
。

島
田　

そ
う
で
す
ね
。
郊
外
と
い
う
空
間
も
、

郊
外
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
均
質
化
し

て
し
ま
っ
て
、
書
く
ほ
ど
の
多
様
性
は
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
。
で
も
、
均
質
化
と
い
う
の
は
、

自
分
自
身
の
意
識
を
閉
ざ
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
ん
で
す
ね
。
若
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
ま
さ
に
そ
れ
で
、
友
達
同
士
で
は
つ
る
ん

で
い
て
も
、
そ
の
外
ま
で
な
か
な
か
目
が
い
か

な
い
。
ネ
ッ
ト
上
で
は
多
方
向
に
関
心
を
向
け

て
い
る
ん
で
し
ょ
う
が
、
ネ
ッ
ト
と
は
あ
る
意

味
「
出
合
わ
な
く
て
も
い
い
世
界
」
で
も
あ
る
。

や
は
り
自
分
は
、
そ
れ
と
は
違
う
社
交
の
ル
ー

ル
、
例
え
ば
『
罪
と
罰
』
の
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ

フ
的
な
感
覚
が
好
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

冒
頭
で
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
は
屋
根
裏
部
屋
か

ら
下
り
、
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
の
街
を
歩
き
な
が

日
本
人
と
ロ
シ
ア
人
の

音
楽
性
に
は
共
通
点
が
あ
る

学
長　

島
田
さ
ん
は
小
説
以
外
に
音
楽
評
論
に

も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
島
田

さ
ん
に
と
っ
て
音
楽
体
験
と
は
、
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

島
田　

一
つ
に
は
、
音
楽
を
「
快
楽
の
技
法
」

と
見
て
い
ま
す
。
西
洋
音
楽
は
、
宗
教
儀
礼
や

数
学
理
論
と
結
び
つ
い
て
発
展
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
古
典
的
な
楽
曲
は
極
め
て
構
築
的
で
す
。

一
方
で
、
バ
ッ
ハ
の
時
代
か
ら
、
音
楽
は
喜
怒

哀
楽
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
持
ち
、
踊
り
や
身

体
性
と
結
び
つ
い
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
い

う
な
れ
ば
、
快
楽
の
回
路
に
効
果
的
な
刺
激
を

与
え
て
く
れ
る
の
が
、
音
楽
だ
と
思
い
ま
す
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど

厳
密
に
形
式
化
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
ン
ル
は
、
ほ

か
に
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
長　

島
田
さ
ん
ご
自
身
は
、
音
楽
の
構
築
の

見
事
さ
に
注
目
し
て
、
分
析
的
に
聞
こ
う
と
す

る
ほ
う
で
す
か
。
そ
れ
と
も
、
音
楽
が
も
た
ら

す
快
楽
の
部
分
に
重
き
を
置
き
、
音
楽
に
よ
っ

て
全
体
的
な
経
験
を
す
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

る
ほ
う
で
す
か
。

島
田　

い
や
あ
、
鋭
い
ご
指
摘
で
す
ね
。
音
楽

に
は
、
左
脳
的
な
楽
し
み
と
右
脳
的
な
楽
し
み

の
二
つ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
音
楽
の
構
造
が

知
り
た
く
て
、
つ
い
分
解
し
た
く
な
る
と
い
う

楽
し
み
方
も
あ
れ
ば
、
音
楽
を
解
剖
す
る
代
わ

り
に
舐
め
回
し
、
音
楽
そ
の
も
の
を
慈
し
む
と

い
う
楽
し
み
方
も
あ
る
わ
け
で
す
。
亀
山
先
生

の
よ
う
に
演
奏
者
と
し
て
音
楽
に
か
か
わ
る
場

合
は
解
剖
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
快
楽
を
感
じ
る
で

し
ょ
う
。
私
も
そ
う
し
た
い
で
す
。

　

脳
と
音
楽
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
日
本

人
の
耳
は
、
鳥
の
さ
え
ず
り
や
葉
ず
れ
な
ど
の

自
然
の
音
を
、
音
楽
的
に
聴
く
性
質
が
あ
る
そ

う
で
す
。
テ
ン
ポ
的
に
は
ス
ロ
ー
な
音
楽
の
ほ

う
が
、
日
本
人
に
は
感
覚
的
に
し
っ
く
り
く
る

教
養
と
は
、世
代
間
の
対
話
の
中
で

構
築
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

─
亀
山

教
え
る
側
に
も
、

学
生
に
伝
え
る
た
め
の

努
力
が
必
要
で
す 

─
島
田
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の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
逆
に
ビ
ー
ト
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
な
ど
は
、
日
本
人
の
伝
統
的
な
耳
に

は
あ
ま
り
合
わ
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
武

満
徹
が
作
っ
た
音
も
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
し
。

学
長　

武
満
を
発
見
し
た
の
は
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン

ス
キ
ー
で
、
彼
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
ビ
ー

ト
化
す
る
の
が
得
意
な
作
曲
家
で
し
た
。
彼
は

武
満
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
、「
日
本
人
の
耳

は
自
分
と
は
全
然
違
う
」
こ
と
を
発
見
し
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で
、
日
本
人
は
チ

ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
や
ロ
シ
ア
民
謡
が
大
好
き
で

す
よ
ね
。
日
本
人
と
ロ
シ
ア
人
の
音
楽
性
に
は
、

何
か
共
通
点
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

島
田　

山
田
耕
筰
は
ド
イ
ツ
留
学
中
、
や
は
り

西
欧
の
音
楽
に
違
和
感
を
覚
え
た
よ
う
で
す
。

彼
が
一
番
共
感
を
覚
え
た
の
は
、
ロ
シ
ア
人
作

曲
家
の
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
で
し
た
。
ド
イ
ツ
で

発
展
し
た
数
理
的
な
音
楽
理
論
よ
り
も
、
ム
ー

ド
で
流
れ
て
い
く
ロ
シ
ア
音
楽
の
ほ
う
に
シ
ン

パ
シ
ー
を
感
じ
た
の
で
す
。
そ
の
後
の
山
田
耕

筰
の
歌
曲
に
も
、
ロ
シ
ア
民
謡
に
近
い
セ
ン
チ

メ
ン
ツ
が
あ
る
。
そ
の
辺
で
つ
な
が
る
も
の
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
代
で
も
ロ
シ

ア
人
は
、
古
代
的

な
生
活
様
式
を
保

つ
シ
ベ
リ
ア
の
少

数
民
族
と
ふ
れ
あ

っ
て
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
日
本
人
も

縄
文
人
に
シ
ン
パ

シ
ー
を
感
じ
る
な

ど
、
ど
こ
か
古
代

人
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
レ
ヴ
ィ

＝
ス
ト
ロ
ー
ス
は
日
本
人
を
見
る

と
、
ま
る
で
古
代
人
に
会
っ
た
み

た
い
に
、
親
し
げ
に
握
手
を
求
め

て
き
た
そ
う
で
す
。
古
代
的
な
感

覚
を
共
有
す
る
と
い
う
意
味
で
、

ロ
シ
ア
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
よ
り

も
、
は
る
か
に
日
本
人
に
近
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

「
就
業
力
」に
つ
な
が
る

学
長　

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ

ろ
で
島
田
さ
ん
は
、
法
政
大
学
国
際
文
化
学
部

で
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
学
生
に
ど
ん
な
こ

と
を
伝
え
た
い
と
お
考
え
で
す
か
。

島
田　

昨
今
は
大
学
教
育
の
専
門
化
が
進
ん
だ

こ
と
も
あ
っ
て
、
学
生
に
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
を

書
か
せ
る
と
き
、
教
員
は
「
あ
ま
り
テ
ー
マ
を

広
げ
す
ぎ
る
な
」
と
指
導
す
る
ん
で
す
ね
。
僕

は
む
し
ろ
逆
で
、「
広
げ
る
だ
け
広
げ
て
し
ま

え
」
と
言
い
た
い
。
小
さ
な
穴
を
ひ
た
す
ら
深

く
掘
る
だ
け
で
な
く
、
ア
リ
の
巣
み
た
い
に
あ

ち
こ
ち
に
拡
散
す
る
の
も
、
知
性
の
一
つ
の
在

り
方
だ
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
そ
ち
ら
の
ほ

う
が
、
人
間
の
神
経
構
造
に
は
合
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
僕
は
、
ど
ん
ど
ん
脇
道
に
そ
れ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

学
長　

狭
い
と
こ
ろ
ば
か
り
掘
っ
て
い
る
と
、

神
経
も
発
達
し
な
い
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
私
も
非
常
に
同
感
で
す
。
学

問
と
は
、
た
だ
一
徹
に
突
き
詰
め
れ
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
ほ
か
の
可
能
性
を
殺
さ

な
い
よ
う
、
常
に
脇
道
に
そ
れ
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

そ
こ
で
、
昨
今
言
わ
れ
て
い
る

の
が
「
教
養
教
育
の
再
興
」
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
教
養
と
い
う
と
、
す

ぐ
に
古
典
重
視
と
い
っ
た
古
い
教

養
主
義
の
考
え
方
が
持
ち
出
さ
れ

る
傾
向
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
、
そ
ん

な
も
の
は
普
遍
的
な
人
間
形
成
に

役
立
つ
知
と
は
な
り
得
な
い
。
私
は
こ
の
５
年

間
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
こ
と
を
話
し
続
け

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
こ
で
思
っ
た
の
は
、

「
教
養
と
は
、
世
代
間
の
対
話
の
中
で
構
築
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

教
養
と
は
時
代
と
と
も
に
変
化
す
べ
き
知
の
体

系
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
大
学
教
育
の
現
場
に

い
る
主
に
50
代
以
上
の
人
た
ち
は
、
少
な
か
ら

ず
自
分
の
知
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
若
い
人
た
ち
に
教
養
を
授
け
る
た
め
に

は
、
専
門
知
を
深
く
広
く
知
ら
し
め
る
た
め
の

努
力
を
怠
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

島
田
さ
ん
は
大
学
人
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
教

養
教
育
像
を
お
持
ち
で
す
か
。

島
田　

今
、
大
学
で
は
「
就
業
力
」
と
い
う
言

葉
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
勤
務
先
の
法

政
大
で
も
、「
就
業
力
を
い
か
に
育
て
る
か
」

と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
資
格
取
得
や
ル

ー
ル
順
守
は
、
就
業
力
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な

く
て
、
要
は
「
教
養
に
尽
き
る
」
と
い
う
こ
と

な
ん
で
す
ね
。
会
社
組
織
に
入
る
と
、
同
世
代

の
友
人
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
世
代
や
国
籍
の

人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
。
全
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
対

応
し
得
る
教
養
を
身
に
つ
け
る
の
は
、
け
っ
こ

う
た
い
へ
ん
な
ん
で
す
。
時
代
に
よ
っ
て
教
養

も
文
化
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
も
違
う
し
、
一
つ
に

は
歴
史
を
踏
ま
え
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
だ
か

ら
、
ま
ず
は
歴
史
認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
ね
。

学
長　

そ
の
場
合
の
歴
史
認
識
と
い
う
の
は
、

日
本
に
関
し
て
で
す
か
。

島
田　

そ
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
19
世
紀
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
歴
史
小
説
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
は
、「
今
の
私
た
ち
の
生
活
は

ど
の
よ
う
な
因
果
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
か
」

と
い
う
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
好
奇
心
に
応
え

る
形
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
就
職
難
に
苦
し
む

今
の
学
生
も
、「
バ
ブ
ル
を
経
験
し
た
人
間
は

い
い
気
な
も
ん
だ
、
俺
た
ち
は
こ
ん
な
に
苦
労

し
て
い
る
の
に
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
な
ら
、

ど
ん
な
因
果
に
よ
っ
て
バ
ブ
ル
が
生
ま
れ
、
崩

壊
し
た
の
か
を
突
き
止
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
先
行
す
る
世
代
と
や
り

あ
え
る
し
、
未
来
に
向
か
っ
て
ど
う
進
め
ば
い

い
か
も
わ
か
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。

学
長　

非
常
に
大
事
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
歴
史
認
識
を
持
つ
と
い
う
こ

と
は
、
現
在
の
状
況
を
考
え
る
た
め
に
、
歴
史

上
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
一
定
の
理
解

を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
が
、
教

養
教
育
の
ベ
ー
ス
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

島
田　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
歴
史
に
は
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
地

点
に
バ
ー
チ
ャ
ル
に
立
っ
て
み
ろ
、
と
。
過
去

の
重
要
な
転
換
点
に
生
き
て
み
て
、
疑
似
体
験

を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
ん
で
す
。

学
長　

し
か
し
、
現
在
の
教
育
の
中
で
、
そ
れ

が
可
能
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
全
世
代
で
共
有

で
き
る
ほ
ど
の
歴
史
認
識
を
持
て
る
ま
で
に
、

学
生
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。

島
田　

端
的
に
言
っ
て
、
手
法
の
問
題
で
解
決

で
き
る
と
思
い
ま
す
。「
い
か
に
私
語
の
少
な

い
授
業
を
展
開
で
き
る
か
」「
い
か
に
授
業
に

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
要
素

を
盛
り
込
め
る
か
」、
あ
る
い
は

「
世
代
に
よ
っ
て
用
語
法
に
違
い

が
生
じ
た
と
き
に
、
い
か
に
そ
の

違
い
を
埋
め
る
か
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
意
味
で
は
、

教
え
る
側
に
も
努
力
が
必
要
で
す
。

学
生
の
側
だ
け
に
努
力
を
求
め
る

の
は
ア
ン
フ
ェ
ア
で
す
か
ら
。

　

優
秀
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、
商

品
の
説
明
よ
り
も
「
自
分
語
り
」

を
す
る
ん
だ
そ
う
で
す
。
商
品
を

売
っ
て
い
る
自
分
自
身
を
、
ま
ず

は
顧
客
に
信
頼
し
て
も
ら
う
と
こ

ろ
か
ら
始
め
る
。「
こ
の
人
は
い

い
人
だ
な
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
に

成
功
す
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
買
っ

て
も
ら
え
る
そ
う
で
す
。

学
長　

商
品
自
体
に
そ
う
差
は
な

い
か
ら
、
あ
と
は
い
か
に
魅
力
的

に
見
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

「
技
術
に
よ
っ
て
ど
う
に
で
も
な

る
」
と
い
う
こ
と
は
、
僕
も
今
ま

で
ほ
と
ん
ど
気
づ
か
な
か
っ
た
。

90
分
間
の
講
義
を
い
か
に
う
ま
く

演
出
し
、
学
生
を
刺
激
し
て
眠
り

か
ら
揺
り
起
こ
す
か
。
知
を
喜
び

と
し
て
体
験
さ
せ
る
た
め
に
、
教

師
も
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
用
い
、
心
を

砕
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

か
め
や
ま 

い
く
お

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。東
京
外
国
語
大
学
長
。

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
関
連
の
翻
訳
・
研
究
や
、ソ
連
・

ス
タ
ー
リ
ン
体
制
下
の
政
治
と
芸
術
の
関
係
を
め
ぐ
る
著
書
が
多
い
。

主
な
も
の
に
は『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー 

父
殺
し
の
文
学
』、

翻
訳『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』『
罪
と
罰
』ほ
か
。
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文・吉田燿子　写真・髙仲建次

とうま たまき
2007年東京外国語大学フラン
ス語専攻卒業後、国内大手証
券会社に入社。2012年日本政
策投資銀行に転職し、国内外
の成長企業に対するプリンシパ
ル投資を担当。現在に至る。
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待っているだけでは楽しめない
當間玉規

日本政策投資銀行 プリンシパル投資担当

　

公
的
金
融
機
関
と
し
て
、
日
本
の
産

業
や
地
域
の
活
性
化
に
対
し
、
金
融
面

で
貢
献
す
る
日
本
政
策
投
資
銀
行
。
そ

の
最
前
線
で
活
躍
す
る
東
外
大
Ｏ
Ｇ
が

當
間
玉
規
さ
ん
だ
。

「
今
の
仕
事
は
、
国
内
外
の
成
長
企
業

な
ど
に
投
資
し
て
、
そ
の
成
長
を
支
え

る
仕
事
。
世
の
中
の
役
に
立
っ
て
い
る

と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
ね
」

　

高
校
の
授
業
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
、

東
外
大
フ
ラ
ン
ス
語
専
攻
に
進
学
。
在

学
中
は
外
語
祭
実
行
委
員
会
の
財
務
局

長
と
し
て
、会
計
や
計
画
立
案
、対
外
交

渉
な
ど
を
取
り
仕
切
っ
た
。

　

大
学
３
年
の
夏
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
語
学
留
学
。
だ
が
、

初
め
て
の
海
外
一
人
暮
ら
し
は
、
當
間

さ
ん
に
と
っ
て
試
練
の
連
続
だ
っ
た
。

「
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
機
関
は
お
役
所
気

質
が
強
く
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
物

事
が
進
み
ま
せ
ん
。
で
も
あ
き
ら
め
ず

に
交
渉
し
続
け
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
、

相
手
に
ノ
ー
と
断
ら
れ
て
も
め
げ
な
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
う
ち

に
自
分
の
主
張
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
得
意
に
な
っ
た
の
で
、
就
職
活
動
で

は
役
立
ち
ま
し
た
ね
」

　

留
学
時
代
に
国
際
経
済
の
動
き
を
肌

で
感
じ
た
こ
と
も
、
将
来
の
進
路
を
決

め
る
動
機
と
な
っ
た
。

「
両
親
か
ら
銀
行
送
金
を
受
け
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、為
替
に
興
味
が
湧
き
ま
し

た
。
経
済
の
勉
強
を
す
る
の
が
楽
し
く

な
り
、
帰
国
し
た
と
き
に
は
、『
将
来
は

金
融
に
進
も
う
』と
決
め
て
い
ま
し
た
」

　

卒
業
後
は
国
内
大
手
証
券
会
社
に
就

職
し
、
投
資
銀
行
部
門
で
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
や
Ｍ
＆
Ａ
の
仕
事
を
担
当
し
た
。
そ

の
後
、
投
融
資
一
体
の
金
融
サ
ー
ビ
ス

で
企
業
や
社
会
を
支
え
た
い
と
思
い
、

日
本
政
策
投
資
銀
行
に
転
職
。

「
将
来
的
に
は
融
資
を
含
め
た
総
合
的

な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
」
と
語
る
當
間
さ
ん
。
大

学
時
代
の
経
験
が
今
に
生
き
て
い
る
こ

と
は
多
い
、と
振
り
返
る
。

「
東
外
大
で
は
、
最
初
の
２
年
間
は
語

学
漬
け
の
毎
日
で
し
た
。
と
は
い
え
、

外
語
祭
実
行
委
員
会
、ア
ル
バ
イ
ト
、旅

行
な
ど
勉
強
以
外
の
こ
と
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
経
験
が
、

今
の
仕
事
に
生
き
て
い
る
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
大
学
生
活
は
た
だ
待
っ
て
い

る
だ
け
で
は
楽
し
め
な
い
の
も
事
実
。

自
発
的
に
行
動
し
て
悔
い
の
な
い
学
生

生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

外語祭実行委員会では会計のほ
かに事務や意見調整など裏方の仕
事も経験した。

なかがわ りょうへい
1972年東京生まれ。97年東京
外国語大学ロシヤ・東欧語学
科ポーランド語専攻卒業後、
東京三菱銀行（現・三菱東京
UFJ銀行）に入行。2001年米国
コロンビア大学大学院（国際公
共政策）に留学し、03年修士号
取得。米国AIG（2003～2008
年）、スイスの世界経済フォーラム
（2009～2010年）を経て、現在は
立命館大学国際関係学部講師。
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“変わり者”は意外に楽しい
中川亮平

立命館大学 講師

「
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、９
・
11
、リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク

│
激
動
す
る
世
界
経
済

に
翻
弄
さ
れ
て
、今
に
辿
り
着
い
た
、と

い
う
感
じ
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
中
川
亮
平
さ
ん
。
国

際
金
融
マ
ン
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
、

現
在
は
立
命
館
大
学
で「
生
き
た
経
済
」

を
学
生
に
教
え
て
い
る
。

　

１
９
９
２
年
東
外
大
に
入
学
し
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
語
を
専
攻
。
音
楽
史
や
文
化

を
学
び
、
毎
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
足
を
運

ん
だ
。
折
し
も
、
東
欧
革
命
の
熱
気
冷

め
や
ら
ぬ
頃
。
資
本
主
義
へ
と
移
行
す

る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
変
化
を
肌
で
感
じ
、

「
経
済
・
金
融
関
係
の
仕
事
が
し
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

卒
業
後
は
東
京
三
菱
銀
行
に
入
行
し
、

社
会
人
と
し
て
の
地
力
を
養
っ
た
が
、

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
か
か
わ
る
う
ち
に
、

経
済
知
識
の
不
足
を
痛
感
。
米
国
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
に
留
学
し
、
途
上

国
の
経
済
開
発
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

大
学
院
に
は
そ
れ
ま
で
出
会
う
こ
と

の
な
か
っ
た
紛
争
地
域
の
難
民
や
亡
命

者
も
多
く
い
た
。
多
様
性
の
渦
の
中
で
、

そ
れ
ま
で
の
価
値
観
が
覆
さ
れ
る
よ
う

な
思
い
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、９
・
11
の
テ
ロ
に
遭
遇
。

「
あ
の
と
き
に
見
た
も
の
が
、
そ
の
後

の
人
生
に
お
け
る
判
断
基
準
に
な
っ
た

と
い
う
気
が
し
ま
す
」

　

そ
の
後
は
Ａ
Ｉ
Ｇ
の
ア
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
活
躍
し
、
恩
師
の
代
役
で
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
非
常
勤
講
師
も
務
め
た
。

「
優
秀
な
学
生
と
接
す
る
の
は
刺
激
的

な
体
験
で
し
た
」

　

２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

を
機
に
Ａ
Ｉ
Ｇ
を
退
社
。「
ダ
ボ
ス
会

議
」
を
運
営
す
る
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
勤
務
を
経
て
、
立
命
館
大
学
の
講
師

と
し
て
採
用
さ
れ
た
。「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
と
し
て
、
ダ
ボ
ス
会
議
や
ウ
ォ
ー
ル

街
と
い
う
極
端
な
世
界
を
見
て
き
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
学
生
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
で
華
麗
な
キ
ャ

リ
ア
を
積
ん
で
き
た
中
川
さ
ん
。
そ
の

節
々
で
、
東
外
大
で
学
ん
だ
ポ
ー
ラ
ン

ド
語
が
大
い
に
役
立
っ
た
と
い
う
。

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
を
話
す
日
本
人
は
珍

重
さ
れ
る
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
移
民
は
世

界
中
に
い
る
の
で
友
人
が
作
り
や
す
い

と
思
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ー
な
語
学
を
や

る
人
間
は
変
わ
り
者
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、『
変
わ
り
者
っ
て
意
外
に
楽
し

い
な
』と
、常
々
感
じ
て
い
ま
す
」

在学中は毎年ポーランドを訪れ
た。大好きなショパンの生家で。
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1

person
doing

research

て
母
音
の
長
短
を
区
別
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、『
ジ
ョ
ー
ヤ
』
の

母
音
が『
ジ
ョ
・
オ
』
と
途
中
で
下
が

っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
母
音
を
２
拍
と

認
識
し
、『
長
い
』
と
感
じ
る
の
で
は
な

い
か
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
は
長
母
音
と

短
母
音
を
、
必
ず
し
も
物
理
的
な
時
間

の
長
さ
に
よ
っ
て
区
別
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
素
が
複
雑
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
の
で
す
」

　

修
士
課
程
を
修
了
後
、
拓
殖
大
学
で

留
学
生
の
日
本
語
教
育
を
担
当
。
84
年

か
ら
半
年
間
、
日
本
語
教
師
と
し
て
中

国
の
大
連
に
赴
任
し
た
。
帰
国
後
は
国

際
交
流
基
金
を
経
て
、
東
大
大
学
院
の

医
学
系
研
究
科
博
士
課
程
に
進
学
。
転

機
が
訪
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
間
も
な

く
だ
っ
た
。
東
外
大
の
恩
師
で
あ
る
吉

沢
教
授
が
急
逝
し
、
音
声
学
の
教
員
ポ

ス
ト
が
公
募
さ
れ
た
の
だ
。「
こ
れ
が

音
声
学
研
究
の
仕
事
に
就
く
最
後
の
チ

ャ
ン
ス
」
と
考
え
、
応
募
し
た
と
こ
ろ
、

助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
。
こ

れ
を
機
に
、
益
子
氏
は
音
声
学
研
究
者

と
し
て
、着
実
に
地
歩
を
築
い
て
い
く
。

外
国
語
学
習
の
つ
ま
ず
き
を

予
防
す
る
効
果
も

「
音
声
学
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は〝
同
じ
音
〞

で
も
、
実
は
違
う
音
で
あ
る
こ
と
が
多

い
点
で
す
。
そ
れ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
間
は
い
い

の
で
す
が
、
時
に
は
問
題
が
起
こ
る
こ

と
も
あ
る
。
特
に
外
国
語
学
習
で
は
、

音
の
違
い
を
理
解
し
な
い
と
、
問
題
に

対
処
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
」

　

例
え
ば
、「
メ
ン
」と
い
う
単
語
。「
メ

ン
も
」
と
い
う
と
き
は
、「
ン
」
の
段
階

で
唇
を
閉
じ
て
い
る
が
、「
メ
ン
し
か
」

と
い
う
と
き
は
、
唇
を
閉
じ
る
と「
し

か
」
が
発
音
で
き
な
く
な
る
。
こ
う
い

う
こ
と
を
教
わ
ら
な
い
と
、
日
本
語
の

発
音
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と

が
多
い
と
い
う
。

「
外
国
人
が
日
本
語
を
学
ぶ
と
き
に
よ

く
つ
ま
ず
く
の
が
、
促
音（『
ッ
』な
ど
）

や
破
擦
音（『
ツ
』）、
引
き
音（
長
母
音

の
引
き
延
ば
さ
れ
た
部
分
）
な
ど
で
す
。

例
え
ば
、
日
本
語
の
破
擦
音『
ツ
』の
発

音
は
韓
国
語
に
は
な
い
の
で
、
韓
国

の
方
は『
ク
ツ
』
を『
ク
チ
ュ
』
と

発
音
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ

は『
子
ど
も
っ
ぽ
い
』
と
い
う

印
象
を
与
え
、文
化
的
偏
見
に

も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
の

で
注
意
が
必
要
で
す
」

　

こ
の
よ
う
に
、
音
声
学

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
根

幹
を
支
え
る
基
礎
的
な
学
問
と

言
え
る
。
そ
の
成
果
は
、
外
国
語

教
育
の
み
な
ら
ず
医
学
の
領
域
で
も
広

く
応
用
さ
れ
、
失
語
症
や
言
語
障
害
の

治
療
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

「
言
葉
の
音
の
本
質
は『
区
別
す
る
こ

と
』
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語

が
音
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
の
か
。

そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
音

声
研
究
の
方
向
を
示
し
た
い
」

　

新
約
聖
書
の『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音

書
』
に
は
、「
は
じ
め
に
言
葉
あ
り
き
」

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
人
類
創
成
の
エ

ポ
ッ
ク
と
も
言
え
る
、
言
葉
の
発
明
と

い
う
偉
業
。
そ
の
謎
の
一
端
を
明
ら
か

に
す
べ
く
、
益
子
氏
は
今
日
も
言
葉
の

音
と
格
闘
し
続
け
て
い
る
。

た
の
は
中
学
時
代
。
英
語
の
授
業
で
、

「
言
葉
が
細
か
い
ル
ー
ル
の
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
成
り
立
つ
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
」こ
と
を
知
っ
た
。

　

言
葉
に
興
味
を
持
ち
、１
９
７
５
年
、

東
外
大
の
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
に
入
学
。

「
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
に
は〝
フ
ラ
ン
ス

文
化
に
興
味
が
あ
る
人
〞
が
多
か
っ
た

の
で
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
は
浮
い
て

い
ま
し
た
ね
。
当
時
の
東
外
大
に
は
、

故
・
吉
沢
典
男
教
授
が
主
宰
す
る
音
声

学
講
座
が
あ
り
ま
し
た
。
授
業
を
通
じ

て
、
言
語
学
が
文
化
人
類
学
的
な
広
が

り
を
持
つ
学
問
で
あ
り
、
自
分
の
興
味

が
音
声
に
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
」

　

卒
論
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
母
音
の

﹇
e
﹈（
狭
い
エ
）
と﹇
ε
﹈（
広
い
エ
）
の

区
別
に
つ
い
て
研
究
。
調
査
や
執
筆
を

進
め
る
う
ち
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
が

湧
い
て
き
た
。
だ
が
、
疑
問
に
答
え
て

く
れ
る
先
達
や
書
物
は
ど
こ
に
も
存
在

し
な
い
。「
そ
れ
な
ら
自
分
で
解
明
す

る
し
か
な
い
」と
考
え
、大
学
院
に
進
学
。

フ
ラ
ン
ス
語
よ
り
も
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン

ト（
母
語
話
者
）
を
探
し
や
す
い
日
本

語
を
研
究
対
象
に
選
ん
だ
。

旧
約
聖
書
に
よ
れ
ば
、
神
は
バ
ベ

ル
の
塔
の
建
設
に
怒
り
、
そ
れ

ま
で
一
つ
だ
っ
た
人
類
の
言
葉
を
バ
ラ

バ
ラ
に
し
て
、
互
い
に
意
思
疎
通
で
き

な
い
よ
う
に
し
た
と
い
う
。
神
の
な
せ

る
業
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、現
在
、地

球
上
に
は
５
０
０
０
か
ら
８
０
０
０
の

言
語
が
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

人
類
は
言
語
を
獲
得
す
る
過
程
で
、

ど
の
よ
う
に
音
を
出
す
こ
と
を
学
び
、

ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
言
語
を

組
み
立
て
た
の
か
。
そ
の
壮
大
な
謎
に

迫
る
の
が
、音
声
学
と
い
う
学
問
だ
。

「
例
え
ば
音
楽
で
は
、
一
つ
の
音
を
聞

い
た
と
き
に
、
み
ん
な
が
同
じ
印
象
を

持
つ
わ
け
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
言

葉
の
場
合
は
、
ど
ん
な
に
話
す
速
度
や

話
し
方
が
違
っ
て
も
、
あ
る
音
の
塊
が

特
定
の
言
葉
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
、

同
じ
言
語
集
団
の
全
員
が
知
っ
て
い

る
。
誰
に
教
え
ら
れ
た
わ
け
で
も
な

い
の
に
、
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
が
可
能
に

な
る
の
か
。
そ
の
理
由
が
知
り
た
く

て
、
言
葉
の
音
を
研
究
対
象
に
選
ん
だ

の
で
す
」。
そ
う
益
子
幸
江
氏
は
語
る
。

　

益
子
氏
が
言
葉
の
世
界
に
魅
せ
ら
れ

人
間
の
音
声
認
識
を
支
え
る

複
雑
な
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

益
子
氏
が
研
究
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
の

が
、「
日
本
語
の
長
母
音
と
短
母
音
の

関
係
」
で
あ
る
。
日
本
語
に
は『
長
い
』

母
音
と『
短
い
』母
音
が
あ
る（
例
え
ば

「
お
ば
あ
さ
ん
」
と「
お
ば
さ
ん
」）。
で

は
、
私
た
ち
は
こ
の
二
つ
を
ど
う
区
別

し
て
い
る
の
か
。
例
え
ば
、
そ
れ
が
、

「
あ
」
と
い
う
母
音
の
物
理
的
な
長
さ

に
よ
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、「
10
ミ
リ

セ
カ
ン
ド
な
ら
短
母
音
で
、
30
ミ
リ
セ

カ
ン
ド
な
ら
長
母
音
」
と
い
う
よ
う
な

基
準
は
存
在
す
る
の
か
。
だ
が
、
世
の

中
に
は
早
口
の
人
も
い
れ
ば
、
ゆ
っ
く

り
話
す
人
も
い
る
。
長
母
音
と
短
母
音

の
区
別
は
、結
局
の
と
こ
ろ
、物
理
的
な

長
さ
と
は
関
係
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

益
子
氏
は
実
験
を
重
ね
る
う
ち
に
、
あ

る
仮
説
に
辿
り
着
く
。

「
例
え
ば
、『
ジ
ョ
ー
ヤ
』と『
ジ
ョ
ヤ
』

と
い
う
二
つ
の
単
語
が
あ
り
ま
す
。

『
ジ
ョ
ー
ヤ
』
は
３
拍
で『
ジ
ョ
ヤ
』
は

２
拍
で
す
か
ら
、
単
語
の
拍
数
に
よ
っ

益
子
幸
江
教
授

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

言
語
文
化
部
門

地
球
上
に
は
５
０
０
０
を
超
え
る

言
語
が
存
在
す
る
と
言
わ
れ
る
。

膨
大
な
ル
ー
ル
の
集
積
に
よ
っ
て
成
立
す
る
、

言
語
と
い
う
壮
大
な
シ
ス
テ
ム
。

そ
の
謎
を
明
ら
か
に
す
べ
く

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、益
子
幸
江
氏
だ
。

〝
バ
ベ
ル
の
塔
〞以
来
、人
類
を
悩
ま
せ
て
き
た
、

外
国
語
学
習
と
い
う
壁
。

そ
れ
を
克
服
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

音
声
学
研
究
の
進
展
に
か
か
っ
て
い
る
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
山
崎
亜
沙
子

ま
す
こ 

ゆ
き
え

１
９
７
９
年
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
卒
業
、

81
年
同
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

81
〜
84
年
拓
殖
大
学
非
常
勤
講
師
。

84
〜
85
年
国
際
交
流
基
金
海
外
派
遣
日
本
語
教
育
専
門
家
。

89
年
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
博
士
課
程
を
中
退
し
、

東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
の
助
手
に
就
任
。

講
師
、助
教
授
、准
教
授
を
経
て
、２
０
０
９
年
よ
り
現
職
。

Interview
 w

ith Y
ukie M

asuko

音
声
を
通
じ
て
人
類
創
成
の
謎
に
迫
る

1942年に英語で出版された
『The Vowel』（著者／千葉勉、梶山正登）の
日本語版（訳者／杉藤美代子、本多清志）。
日本語のアイウエオ（母音）について、

発音するときの口腔の形と、それぞれの母音の
音響的特徴などが詳細に書かれている。
この本に書かれている理論を形にしたのが
上の写真。母音を発音するときの

口腔の形の模型。底の穴からブザー音を
送ると、上部の穴から母音が聞こえる。

左から、アイウエオの順。

舌付喉頭模型。
授業は、学生が、口腔やノドの

仕組みを立体的に
理解できるよう模型を用いる。
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person
doing

research

モロッコ

マリ

アルジェリア

ニジェール

チャド

スーダン

南スーダン

エリトリア

ジプチ

ヨルダン

レバノン

リビア

シリア

トルコ

イラク イラン

クウェート

アラブ首長国連邦

バーレーン
カタール

サウジアラビア

イエメン

オマーン

キプロス

エジプト

チュニジア

モーリタニア

パレスチナ

イスラエル

２
０
１
０
年
か
ら
11
年
に
か
け
て
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
で「
ジ
ャ
ス
ミ
ン

革
命
」
が
勃
発
。「
ア
ラ
ブ
の
春
」
と
呼

ば
れ
る
大
規
模
な
政
治
変
動
の
う
ね
り

を
引
き
起
こ
し
た
。
騒
乱
は
強
権
支
配

が
続
く
シ
リ
ア
に
も
波
及
し
た
が
、
混

迷
す
る
政
情
は
い
ま
だ
鎮
静
化
の
兆
し

を
見
せ
な
い
。
ア
ラ
ブ
世
界
の
政
治
を

研
究
す
る
青
山
弘
之
氏
は
こ
う
語
る
。

「
シ
リ
ア
で
は
、『
独
裁
政
権
に
対
す

る
民
衆
の
抵
抗
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と

は
か
け
離
れ
た
、泥
沼
の
政
争
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
日
本
人
は
中
東
を
単
純
化

し
た
図
式
で
捉
え
が
ち
で
す
が
、そ
れ
で

は
、我
々
の
国
際
感
覚
が
問
わ
れ
る
事
態

に
な
り
か
ね
な
い
。
中
東
の
現
実
を
で
き

る
か
ぎ
り
克
明
に
伝
え
、的
確
な
判
断
を

下
す
た
め
の
材
料
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

│
そ
ん
な
思
い
で
、『
ア
ラ
ブ
の

春
』の
実
態
解
明
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

人
生
を
変
え
た

シ
リ
ア
の
友
人
の
言
葉

　

青
山
氏
が
東
外
大
に
入
学
し
た
の
は

１
９
８
７
年
。「
多
く
の
国
で
話
さ
れ

ム
同
胞
団
の
反
体
制
運
動
は
政
治
的
に

挫
折
し
て
い
く
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
明

ら
か
に
す
べ
く
、
日
夜
研
究
に
取
り
組

ん
だ
。
そ
ん
な
青
山
氏
に
転
機
が
訪
れ

た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ラ
ブ
研
究
所

共
同
研
究
員
と
し
て
、
首
都
ダ
マ
ス
カ

ス
に
滞
在
中
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

２
０
０
０
年
６
月
、
絶
対
的
な
指
導

者
の
ハ
ー
フ
ィ
ズ
・
ア
ル
＝
ア
サ
ド
前

大
統
領
が
死
去
。
こ
の
と
き
の
シ
リ
ア

人
の
反
応
に
、
青
山
氏
は
い
た
く
興
味

を
そ
そ
ら
れ
た
。
反
対
派
弾
圧
で
悪
名

の
高
か
っ
た
指
導
者
が
死
ん
だ
と
い
う

の
に
、
シ
リ
ア
の
人
々
は
茫
然
自
失
の

状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
友

人
の
シ
リ
ア
人
か
ら
言
わ
れ
た
一
言
が
、

深
く
胸
に
突
き
刺
さ
っ
た
。

「
大
統
領
の
死
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら

シ
リ
ア
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ

う
。
だ
が
、
言
論
統
制
下
に
あ
る
我
々

シ
リ
ア
人
が
、
そ
の
変
化
を
記
録
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
我
々
の
代
わ
り
に

君
が
情
報
を
集
め
て
、今
、目
の
前
で
起

き
て
い
る
こ
と
を
研
究
し
て
ほ
し
い
」

　

こ
れ
を
境
に
、青
山
氏
は
、資
料
に
基

づ
く
ア
ラ
ブ
政
治
思
想
の
研
究
と
き
っ

ッ
シ
ャ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ア
サ
ド
現
大
統

領
の
反
政
府
勢
力
に
対
す
る
弾
圧
に
つ

い
て
は
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
す
が
、
騒

乱
勃
発
か
ら
１
年
半
が
経
過
し
て
も
、

ア
サ
ド
政
権
は
ま
っ
た
く
揺
る
が
な
い
。

そ
の
理
由
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
別

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
す
」

　

米
国
や
西
欧
諸
国
は「
人
権
擁
護
」

と
い
う
大
義
を
掲
げ
、
日
本
人
も
メ
デ

ィ
ア
を
通
じ
て
西
側
諸
国
の
見
方
を
刷

り
込
ま
れ
て
い
る
。
国
連
安
保
理
で
は

シ
リ
ア
制
裁
が
再
三
に
わ
た
っ
て
否
決

さ
れ
た
が
、「
ロ
シ
ア
と
中
国
が
拒
否
権

を
発
動
し
、
ア
サ
ド
政
権
へ
の
制
裁
を

拒
否
し
た
」
と
西
側
メ
デ
ィ
ア
は
一
斉

に
報
道
し
た
。
だ
が
実
際
に
は
、
ロ
シ

ア
と
中
国
の
見
解
は
、「
両
当
事
者
を

ま
ず
対
話
さ
せ
、
そ
れ
か
ら
ア
サ
ド
政

権
を
倒
す
か
ど
う
か
を
話
し
合
え
ば
い

い
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

国
際
世
論
を
誘
導
し
よ
う
と
す

る
西
側
の
意
図
が
透
け
て
見
え

る
、と
青
山
氏
は
指
摘
す
る
。

「
独
裁
政
権
を
武
力
で
打
倒
せ

よ
、
と
声
高
に
主
張
し
て
い
る

の
は
一
部
の
西
側
諸
国
に
す
ぎ

な
い
。
実
は
、
シ
リ
ア
を
不
安

定
に
し
た
張
本
人
は
、我
々
、西

側
諸
国
な
の
で
す
。
西
側
は
石

油
を
手
に
入
れ
る
た
め
イ
ラ
ク

に
介
入
し
た
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
に
パ
レ
ス

チ
ナ
に
イ
ス
ラ
エ
ル
を
作
っ
た

り
し
て
、
中
東
に
不
安
定
の
種

を
ま
い
て
き
た
。
シ
リ
ア
の
権

威
主
義
体
制
を
黙
認
し
た
の
も
、

中
東
全
体
の
安
定
化
の
た
め
で
す
。
一

方
で
、ア
サ
ド
政
権
は
、レ
バ
ノ
ン
の
ヒ

ズ
ボ
ラ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
諸
派
を
支
援
す

る
傍
ら
、そ
の
暴
走
を
防
ぐ
な
ど
、米
国

が
ま
い
た
不
安
定
の
種
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
自
国
の
利
益
に
つ
な
げ
て
き
た
。

い
う
な
れ
ば
、
現
ア
サ
ド
政
権
は
西
側

諸
国
に
と
っ
て
の
安
全
弁
で
あ
る
と
同

時
に
、
我
々
自
身
が
作
っ
た
モ
ン
ス
タ

ー
と
も
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
西
側

の
勧
善
懲
悪
的
な
見
方
か
ら
自
由
に
な

る
と
、
中
東
の
ま
っ
た
く
違
う
姿
が
見

え
て
き
ま
す
。
そ
の
全
体
的
な
見
通
し

を
い
か
に
立
て
る
か
が
、
中
東
研
究
の

課
題
と
言
え
ま
す
」

　

し
か
し
、
私
た
ち
は
日
々
接
す
る
報

道
に
基
づ
い
て
判
断
を
下
し
が
ち
だ
。

そ
の
限
界
を
超
え
て
、
多
角
的
に
も
の

を
見
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
。
そ
の
た
め
の
武
器
を
身
に
つ
け
る

と
い
う
意
味
で
は
、
東
外
大
で
学
ぶ
ア

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
大
き
い
、と
青
山
氏
。

「
日
本
は
国
際
化
し
た
と
は
い
え
、
世

界
中
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
に
、
間
接

的
に
接
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
し

か
し
東
外
大
で
は
、
現
地
の
新
聞
や
人

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
海
外
の
情

報
に
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
的
確

な
判
断
を
可
能
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
自
身
の
人
格
形
成
に
も
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

　

激
動
す
る
世
界
の
現
場
に
身
を
置
き
、

中
東
の「
今
」を
凝
視
し
続
け
る
青
山
氏
。

そ
の
右
手
に
は
、世
界
の
行
く
手
を
照
ら

す
松た

い

明ま
つ

が
高
々
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

ぱ
り
訣
別
す
る
。
青
山
氏
が
、
生
涯
を

か
け
て
シ
リ
ア
の「
今
」
と
格
闘
す
る

決
意
を
固
め
た
瞬
間
だ
っ
た
。

「
日
本
の
中
東
研
究
は
歴
史
学
や
人
類

学
と
い
っ
た
分
野
で
は
、
優
れ
た
成
果

を
上
げ
て
い
る
が
、
現
代
の
中
東
を
研

究
し
て
い
る
人
は
少
な
い
。
こ
れ
は
ゆ

ゆ
し
き
問
題
で
す
」

　

現
在
、
シ
リ
ア
で
は
未
曾
有
の
騒
乱

が
続
き
、
世
界
は
固か

た

唾ず

を
の
ん
で
成
り

行
き
を
見
守
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、

日
本
の
報
道
姿
勢
に
は
疑
問
を
感
じ
ざ

る
を
得
な
い
、と
青
山
氏
は
語
る
。

「
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
今
回
の
動
き
を
、

『
独
裁
者
に
対
す
る
民
衆
の
革
命
』
と

位
置
付
け
て
い
ま
し
た
。
確
か
に
、
バ

て
い
る
、
英
語
以
外
の
言
語
」
を
学
び

た
い
と
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
専
攻
し
た
。

在
学
中
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
背
負
っ
て

シ
リ
ア
や
ヨ
ル
ダ
ン
、エ
ジ
プ
ト
、パ
レ

ス
チ
ナ（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
を
周
遊
。
紛

争
の
火
種
が
く
す
ぶ
る
中
東
を
生
で
体

感
し
た
。
中
東
の
人
々
は
親
日
的
で
、

日
本
に
対
し
て
は「
米
国
と
勇
敢
に
戦

い
、
敗
戦
か
ら
見
事
に
復
興
を
遂
げ
た

国
」
と
い
う
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
る
。
旅
先
で
は
よ
い
友
人
も
で
き
、

気
が
つ
い
た
ら
中
東
世
界
と〝
相
思
相

愛
〞
の
仲
に
な
っ
て
い
た
。「
中
東
の
過

去
で
は
な
く
現
在
を
研
究
し
て
み
た

い
」と
考
え
、卒
業
後
は
一
橋
大
学
大
学

院
社
会
学
研
究
科
に
進
学
。
国
内
で
は

未
踏
の
分
野
で
あ
る
、
現
代
中
東
地
域

の
政
治
や
思
想
の
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
。

　

大
学
院
で
の
研
究
テ
ー
マ
は「
シ
リ

ア
の
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
」。
シ
リ
ア
で

は
、
70
年
に
バ
ア
ス
党（
汎
ア
ラ
ブ
民

族
主
義
政
党
）
の
ハ
ー
フ
ィ
ズ
・
ア
ル

＝
ア
サ
ド
が
政
権
を
樹
立
す
る
と
、
イ

ス
ラ
ー
ム
主
義
組
織
の
ム
ス
リ
ム
同
胞

団
が
勢
力
を
拡
大
し
た
。
だ
が
、
政
権

側
の
激
し
い
弾
圧
を
受
け
て
、
ム
ス
リ

青
山
弘
之
准
教
授

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

国
際
社
会
部
門

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
を
皮
切
り
に
、

中
東
世
界
で
は
大
規
模
な
政
治
変
動
が
発
生
。

一
方
、シ
リ
ア
で
は
今
も

ア
サ
ド
政
権
下
で
騒
乱
が
続
い
て
い
る
。

大
国
に
よ
っ
て
情
報
操
作
さ
れ
た

中
東
情
勢
の
ニ
ュ
ー
ス
が
氾
濫
す
る
中
、

ど
う
す
れ
ば
、混
迷
す
る
世
界
を

的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

気
鋭
の
ア
ラ
ブ
地
域
研
究
者
が
、

今
を
読
み
解
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
語
る
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
山
崎
亜
沙
子

あ
お
や
ま 

ひ
ろ
ゆ
き

１
９
９
１
年
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
ア
ラ
ビ
ア
語
学
科
卒
業
、

93
年
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

98
年
同
博
士
後
期
課
程
を
単
位
取
得
退
学
。

パ
リ
大
学
付
属
在
ダ
マ
ス
カ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ラ
ブ
研
究
所
研
究
員
、

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研
究
員
な
ど
を
経
て
、

２
０
０
８
年
４
月
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部

地
域
・
国
際
講
座
准
教
授
に
就
任
。09
年
４
月
よ
り
現
職
。

Interview
 w

ith H
iroyuki A

oyam
a

沸
騰
す
る
中
東
の「
今
」を
解
き
明
か
す

1. 33の珠からなるイスラーム教徒と
キリスト教徒が使う数珠。
2. シリアの寄木細工の椅子。

2

「アラブの春」と中東・北アフリカ地域
（2012年5月現在）
 憲法を改正した国
 政権が変わった国
 弾圧が続いている国

出所：外務省HPから作成

中東のニュースは毎日Webで数紙をチェックする。画面は『アル=ハヤート紙』。

現
地
の
情
報
を
手
が
か
り
に

中
東
の
今
を
読
み
解
く

1
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person
doing

research

・英国
・クロアチア
・ブルガリア
・ベラルーシ

・ベルギー
・ポーランド
・ロシア

欧州（NIS諸国を含む）

・インド
・インドネシア
・カンボジア
・シンガポール
・スリランカ

・タイ
・韓国
・中国
・ネパール
・バングラデシュ

・ベトナム
・マレーシア
・ミャンマー
・モンゴル

アジア

・ウガンダ
・セネガル
・南アフリカ
・モロッコ

アフリカ
・イスラエル

中東
・アルゼンチン
・ウルグアイ
・エルサルバトル
・グアテマラ

中南米
・コロンビア
・ブラジル
・ペルー

て
し
ま
う
。『
こ
の
ア
ジ
ア
人
は
、
な
ぜ

ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
を
話

す
の
か
』
と
不
思
議
に
思
う
ら
し
い
ん

で
す
ね
。
イ
ギ
リ
ス
連
邦
に
属
す
る
彼

ら
か
ら
見
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
英
語
を
話

す
こ
と
は
、『
米
国
に
従
属
し
て
い
る

こ
と
の
証
明
』
の
よ
う
に
思
う
ら
し
い

の
で
す
」

　

近
年
、
英
語
教
育
の
世
界
で
は

「W
orld Englishes

」と
い
う
概
念
が

注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
イ
ン
ド
に

は「
ヒ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」が
あ
り
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
も「
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
背
景
を

持
つ
言
語
で
あ
り
、
日
本
人
に
は
日
本

人
の
英
語「
ジ
ャ
パ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。

「
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
ア
メ
リ
カ
英
語

一
辺
倒
で
す
し
、日
本
語
教
育
で
は
、相

も
変
わ
ら
ず〝
日
本
人
の
日
本
語
〞
に

近
づ
け
る
た
め
の
教
育
を
や
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
留
学
生
同
士
が
日
本
語
で
話

し
て
い
る
と
き
は
、
必
ず
し
も
日
本
人

か
ら
す
る
と
適
切
と
は
言
え
な
い
独
特

の
日
本
語
世
界
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

世
界
の
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
は
も
は
や
日
本
の

柔
道
で
は
な
く
、
日
本
の
寿
司
の
常
識

を
超
え
た
も
の
が
世
界
の
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
様
に
、
言
語

も
ま
た
、
異
文
化
と
の
接
触
に
よ
っ
て

新
し
い
姿
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う

宿
命
を
負
っ
て
い
る
。
そ
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
動
き
を
理
解
す
る
こ
と
も
、

外
国
語
を
学
ぶ
上
で
重
要
な
視
点
だ

と
思
う
の
で
す
」

日
々
の
留
学
生
相
談
が

仮
説
と
検
証
の
舞
台

　

２
０
１
３
年
度
よ
り
宮
城
氏
は
言
語

文
化
学
部
で「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
の
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研

究
は
50
年
代
に
米
国
で
始
ま
り
、
日
本

で
は
主
に
日
米
間
比
較
の
研
究
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
米
国

的
な
思
考
法
か
ら
脱
却
し
、
日
本
人
の

視
点
か
ら
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　

古
来
、日
本
で
は
、儒
教
や
仏
教
の
影

響
下
で
独
自
の
価
値
観
が
育
ま
れ
て
き

た
。
例
え
ば
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
異

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
層
に

ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

と
宮
城
氏
は
言
う
。

　

研
究
の
手
が
か
り
は
、
そ
れ
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
日
々
の
留
学
生
相
談

も
、ま
た
と
な
い
知
見
の
宝
庫
で
あ
る
。

「
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
生
か
ら
、
日
本
人
の

勉
強
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た

人
間
関
係
が
希
薄
な
ワ
ン
ル
ー
ム
で
の

暮
ら
し
に
な
じ
め
ず
、
部
屋
と
教
室
を

行
き
来
す
る
だ
け
の
孤
独
な
毎
日
を
過

ご
し
て
い
る
学
生
も
い
る
と
い
う
。

「
留
学
生
の
悩
み
は
人
に
よ
っ
て
大
き

く
違
い
ま
す
。
留
学
生
一
人
ひ
と
り
が

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
、と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

国
際
基
督
教
大
学
で
臨
床
心
理
学
を

学
び
、
82
年
に
卒
業
。
大
学
院
を
１
年

で
中
退
し
、
家
庭
裁
判
所
調
査
官
と
し

て
少
年
非
行
や
夫
婦
関
係
の
問
題
に
携

わ
っ
た
。

「
当
時
は
ま
だ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

仕
事
で
食
べ
て
い
く
の
は
難
し
か
っ
た
。

臨
床
心
理
学
を
生
か
し
て
安
定
収
入
が

得
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
家
裁
調

査
官
は
恵
ま
れ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
っ
た

の
で
す
」

　

と
は
い
う
も
の
の
、「
留
学
し
て
本

格
的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
学
び
た

本
語
教
育
研
究
の
世
界
的
拠
点

と
し
て
１
９
７
０
年
に
設
立
さ

れ
た
留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
。

文
科
省
の
国
費
留
学
生
や
交
流
協
定
校

の
学
生
な
ど
、
世
界
30
カ
国
以
上
か
ら

集
ま
っ
た
外
国
人
留
学
生
が
日
本
語
を

学
ん
で
い
る
。

　

こ
こ
で
留
学
生
の
生
活
上
の
問
題
や

言
葉
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
支
援

を
担
当
し
て
い
る
の
が
、宮
城
徹
氏
だ
。

宮
城
氏
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
伴
い
、
留
学
生
の
悩
み
に
も

変
化
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

「
留
学
生
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
は
、

以
前
ほ
ど
明
白
な
形
で
は
表
れ
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
来
日
前
か
ら
漫
画
や
ア

ニ
メ
、
寿
司
な
ど
の
こ
と
は
よ
く
知
っ

て
い
ま
す
し
、
ス
カ
イ
プ
の
無
料
通
話

を
使
え
ば
、
毎
日
の
よ
う
に
母
国
に
い

る
家
族
や
友
人
と
話
す
こ
と
が
で
き
る
。

以
前
と
比
べ
る
と
、
深
刻
な
ホ
ー
ム
シ

ッ
ク
や
カ
ル
チ
ャ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
む

留
学
生
は
減
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
の
一
方
で
、
母
国
と
は
異
な
る
生

活
習
慣
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
留
学
生

も
相
変
わ
ら
ず
少
な
く
な
い
。
中
に
は
、

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
で

は『
漢
字
を
１
日
に
何
十
個
覚
え
な
さ

い
』な
ど
と
指
導
す
る
が
、こ
ん
な
詰
め

込
み
教
育
を
我
々
は
い
つ
ま
で
続
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
と
言
う
ん
で

す
ね
。
母
国
で
は
自
発
的
に
学
ぶ
こ
と

を
よ
し
と
さ
れ
て
い
た
の
に
、
大
学
に

来
て
ま
で
勉
強
を
強
制
さ
れ
な
い
と
い

け
な
い
の
か
、
と
。
文
化
が
違
え
ば
見

方
も
さ
ま
ざ
ま
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
多

様
な
価
値
観
と
い
か
に
共
生
す
る
か
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
異
文
化

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
長
け
た
人
材

へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
一
方
だ
。

「『
転
石
苔
む
さ
ず
』
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
や
英
国
で
は

『
仕
事
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
変
え
る
人
は

経
験
が
身
に
つ
か
な
い
』
と
い
う
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
意
味
で
捉
え
ら
れ
、
米
国
で

は『
常
に
変
化
し
て
い
る
人
は
錆
び
つ

か
な
い
』
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味

で
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
視
点
を
変
え

れ
ば
、
同
じ
も
の
が
違
っ
た
姿
で
見
え

て
く
る
。
一
つ
の
問
題
を
別
の
視
点
か

ら
見
つ
め
、
一
度
は
疑
っ
て
み
る
こ
と

を
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」

宮
城 

徹
准
教
授

留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
と

企
業
の
海
外
進
出
が
進
む
中
、

異
文
化
を
理
解
し
受
け
入
れ
ら
れ
る

人
材
へ
の
要
請
が
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
る
。

東
外
大
で
は
来
年
度
か
ら
、宮
城
徹
氏
に
よ
る

「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
開
講
す
る
。

留
学
生
相
談
と
日
本
語
教
育
で
培
わ
れ
た

豊
富
な
経
験
を
ベ
ー
ス
に

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
新
た
な
知
見
を
切
り
開
く
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
山
崎
亜
沙
子

み
や
ぎ 

と
お
る

１
９
８
２
年
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
教
育
学
科
を
卒
業
。

大
学
院
を
１
年
で
中
退
し
、最
高
裁
判
所
家
裁
調
査
官
に
着
任
。

退
官
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡
り
、

96
年
モ
ナ
シ
ュ
大
学
で
修
士
号
取
得（
日
本
語
応
用
言
語
学
）、

メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
で
日
本
語
教
育
を
担
当
し
、

２
０
０
０
年
に
東
京
外
国
語
大
学
に
着
任
。

06
年
ラ
ト
ロ
ー
ブ
大
学
で
博
士
号
取
得（
異
文
化
間
教
育
学
）。

Interview
 w

ith Toru M
iyagi

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
層
を
探
る

い
」
と
い
う
思
い
は
日
増
し
に
募
っ
て

い
っ
た
。
だ
が
、
仮
に
留
学
し
た
と
し

て
も
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
相
手
は
外

国
人
。
不
自
由
な
英
語
で
、
相
手
の
心

の
奥
に
秘
め
ら
れ
た
思
い
や
背
景
を
汲

み
取
る
こ
と
な
ど
で
き
る
の
か
、
と
い

う
不
安
も
あ
っ
た
。
折
も
折
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
タ
イ
人
に
日
本
語
を
教
え
た

の
を
き
っ
か
け
に
、「
日
本
語
教
育
」
へ

の
新
た
な
関
心
が
芽
生
え
て
い
く
。

　

92
年
、
仕
事
を
辞
め
て
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
モ
ナ
シ
ュ
大
学
に
留
学
。
大
学

で
日
本
語
を
教
え
な
が
ら
、
96
年
に
日

本
語
教
育
で
修
士
号
を
取
得
し
た
。
そ

の
後
は
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
の
常
勤
講
師

と
し
て
日
本
語
を
教
え
た
後
、
２
０
０

０
年
に
東
外
大
に
。
以
来
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
と
専
門
教
育
の
経
験
を
生
か
し
、

留
学
生
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
異
文
化
体
験

は
、
宮
城
氏
に
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
を

も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
、
現
在
の
仕
事

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ア
メ

リ
カ
英
語
を
話
す
と
、
変
な
顔
を
さ
れ

日

日本語学習経験が
まったくなかった学生も、
1年で大学での勉強に
必要な日本語を
身につけ、各地の
大学に進学していく。

12の言語で学べる、
日本語のE-learning教材。
留学生日本語教育センターと

情報処理センターとが共同で開発した。

■2012年度留学生日本語教育センター学生の出身国と地域
2012年は33の国と地域から留学生を受け入れている。

日本語学習経験が

日
本
人
の
英
語

「
ジ
ャ
パ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」が

あ
っ
て
も
い
い

22GLOBE Voice 2012, Number 6GLOBE Voice 2012, Number 623



イ
ラ
ス
ト
・
ミ
ヤ
ギ 

ユ
カ
リ

グ
ロ
ー
ブ
ヴ
ォ
イ
ス　

連
載 

コ
ラ
ム
❻

G
L

O
B

E
 V

oice  C
olum

n K
IK

U

生
活
で
は
、
生
物
の
声
や
自
然

現
象
の
生
の
音
に
ふ
れ
る
よ
り

以
前
に
、
ま
ず
は
テ
レ
ビ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど

の
機
械
を
通
し
た
音
に
接
す
る
こ
と
が
多
い
。
画
面

を
観
な
が
ら
滝
の
映
像
と
音
と
タ
キ
と
い
う
言
葉
と

を
、
ア
ニ
メ
の
羊
と
そ
の
鳴
き
声
と
ヒ
ツ
ジ
と
い
う

語
を
連
結
し
、学
習
し
て
ゆ
く
の
だ
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
も
わ
か
ら

ず
に
ま
ず
本
物
の
音
に
出
会
う
と
い
う
こ
と
も
た
ま

に
は
あ
る
。
ま
だ
若
い
頃
、
上
州
武ほ

尊た
か

山
の
無
人
の

避
難
小
屋
で
夜
を
過
ご
し
た
と
き
の
こ
と
、ヒ
ー
、ヒ

ー
と
短
い
口
笛
を
吹
き
な
が
ら
、
誰
か
が
雨
の
降
る

闇
の
中
を
や
っ
て
く
る
よ
う
で
、
と
っ
さ
に
私
は
道

に
迷
っ
た
遭
難
者
か
と
思
っ
た
。
だ
が
そ
れ
に
し
て

は
音
の
場
所
が
変
わ
る
速
度
が
あ
ま
り
に
速
い
。
し

か
も
若
干
違
う
種
類
の
笛
が
交
互
に
響
く
の
で
、
ま

る
で
２
人
の
忍
者
が
林
間
を
飛
び
交
い
な
が
ら
近
づ

い
て
く
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

結
局
そ
れ
は
ト
ラ
ツ
グ
ミ
と
い
う
鳥
の
鳴
き
声
だ

と
わ
か
っ
た
。
源
頼
政
が
退
治
し
た
妖
怪
ぬ
ゑ
4

4

の
正

体
と
さ
れ
る
鳥
で
、
姿
を
見
た
の
は
も
っ
と
後
の
こ

と
だ
が
、
た
し
か
に
虎
の
よ
う
な
色
模
様
を
し
て
い

る
し
、
真
偽
の
ほ
ど
は
知
ら
な
い
が
虎
も
ヒ
ュ
ー
ヒ

ュ
ー
と
い
う
音
を
出
す
と
聞
い
た
こ
と
も
あ
る
。

　

６
月
初
旬
の
夕
方
、全
身
を
耳
に
し
て
、雌
の
オ
オ

ル
リ
の
声
に
聴
き
入
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
小
川

の
上
、
水
面
か
ら
ち
ょ
う
ど
私
の
身
の
丈
ほ
ど
の
高

さ
に
さ
し
か
か
っ
た
枝
で
、
ヒ
ュ
ー
ル
ヒ
ュ
ウ
ヒ
ュ

と
低
く
、く
ぐ
も
っ
た
、雄
よ
り
は
る
か
に
弱
々
し
い
、

し
か
し
芯
の
強
い
、
不
思
議
に
力
の
こ
も
っ
た
声
で

歌
わ
れ
る
そ
の
歌
に
、
私
は
し
ゃ
が
ん
だ
ま
ま
30
分

は
耳
を
澄
ま
し
て
い
た
。
瑠
璃
色
の
背
に
白
い
腹
、

め
り
は
り
の
あ
る
高
ら
か
な
さ
え
ず
り
を
も
つ
雄
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
ず
地
味
な
褐
色
の
雌
の
オ
オ
ル

リ
は
、
恐
ら
く
は
巣
に
私
を
近
づ
か
せ
ま
い
と
し
て

全
力
で
歌
っ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

　

そ
ん
な
私
が
憤
り
を
覚
え
た
の
は
、２
０
０
５
年

に「
自
然
の
叡
智
」を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た「
愛
・

地
球
博
」の
仕
事
で
会
場
に
向
か
う
際
、
リ
ニ
ア
モ

ー
タ
ー
カ
ー
の
ど
こ
か
の
駅
で
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
コ

マ
ド
リ
の
さ
え
ず
り
が
間
断
な
く
流
さ
れ
て
い
る
の

を
耳
に
し
た
と
き
だ
。
時
は
３
月
、
場
所
は
名
古
屋
。

日
本
で
接
す
る
コ
マ
ド
リ
は
夏
鳥
で
、
し
か
も
基
本

的
に
は
亜
高
山
帯
の
涼
し
い
沢
ぞ
い
な
ど
で
し
か
会

う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
と
き
そ
こ
に
い
る
は
ず

も
な
い
鳥
の
声
が
一
日
中
た
れ
流
し
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
気
味
悪
く
、情
け
な
か
っ
た
。

　

今
で
は
あ
ち
こ
ち
の
駅
で
コ
マ
ド
リ
の
さ
え
ず
り

が
使
わ
れ
て
い
る
。
視
覚
障
害
者
の
た
め
の「
音
に

よ
る
案
内
」の
必
要
は
否
定
し
な
い
が
、
抽
象
音
で

は
な
く
鳥
の
声
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。
そ
こ

に
い
る
は
ず
の
な
い
生
き
物
の
擬
似
的
な
声
は
悲
鳴

に
聞
こ
え
な
く
も
な
い
。
奈
良
県
で
は
県
鳥
の
コ
マ

ド
リ
の
数
が
激
減
し
て
希
少
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
都
会
の
コ
マ
ド
リ
の
亡
霊
は
い
よ
い
よ
増
え
る

ば
か
り
か
。

駅
の

コ
マ
ド
リ

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

言
語
文
化
部
門 

教
授

関
口
時
正

Text : Tokim
asa Sekiguchi

「
聴
は
耳
声
を
待
つ
な
り
」。江
戸
時
代

の
儒
学
者
、荻
生
徂
徠
の
言
葉
と
さ
れ
る
。

何
気
な
い
日
常
の
中
で
、偶
然
あ
る
い
は

必
然
に
飛
び
込
ん
で
く
る
音
が
あ
る
。そ

の
音
は
突
然
で
劇
的
か
も
し
れ
な
い
。音

色
に
表
情
が
あ
る
の
な
ら
、人
は
耳
を
傾

け
、
そ
し
て
そ
の
音
に
隠
さ
れ
て
い
る
心

を
つ
か
ま
え
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。「
聴
」。

五
感
で
受
け
止
め
た
そ
の
音
色
は
、
な
ぜ

か
時
が
経
っ
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
な
く
、

深
く
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
…
…
。

kiku

「

聴
」

せ
き
ぐ
ち 

と
き
ま
さ

東
京
大
学
大
学
院
比
較
文
学
比

較
文
化
専
修
修
士
課
程
修
了
。

専
門
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
。訳

書
に『
シ
ョ
パ
ン
全
書
簡
１
８

１
６
─１
８
３
１

─
ポ
ー
ラ
ン

ド
時
代
』（
岩
波
書
店
）、『
ヤ
ン
・

コ
ッ
ト　

私
の
物
語
』（
み
す
ず

書
房
）他
。

現
代
の

1.
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「
う
ま
っ
こ
」
の「
う
」
は
鼻
音
化
し
、
促
音
の「
っ
」

も
短
く
発
音
さ
れ
る
た
め
、「
ん
ま
っ
こ
」と
、
こ
れ
ま

た
２
音
節
に
聞
こ
え
る
。

　

私
は
青
森
県
八
戸
市
の
出
身
で
あ
る
。
か
つ
て
八

戸
と
盛
岡
は
同
じ
南
部
藩
で
あ
っ
た
た
め
、
市
内
で

話
さ
れ
る「
南
部
弁
」は
、盛
岡
方
言
に
近
い
。
長
岡

輝
子
氏
の
朗
読
を
聞
く
度
に
祖
母
の
声
を
聞
い
て
い

る
か
の
よ
う
な
懐
か
し
さ
を
覚
え
る
の
も
そ
の
た
め

で
あ
る
。「
お
ん
で
お
ん
で（
＝
お
い
で
お
い
で
）」
と

手
招
き
し
、「
め
ん
こ
め
ん
こ（
＝
可
愛
い
可
愛
い
）」

と
頭
を
な
で
て
く
れ
た
祖
母
も
、
お
っ
と
り
と
し
た

南
部
弁
を
話
す
人
だ
っ
た
。

　

か
く
言
う
私
は
、
東
京
の
大
学
に
進
学
し
て
か
ら

と
い
う
も
の
、南
部
弁
を
封
印
す
べ
く
、ア
ク
セ
ン
ト

辞
典
片
手
に
標
準
語
の
特
訓
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、秋
田
、
カ
ナ
ダ
、京
都
と
各
地
を
転
々
と

す
る
う
ち
に
、
南
部
弁
が
ふ
っ
と
出
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。
自
分
の
声
の
録
音
を
聞
く
と
、
促
音
も
長

音
も
か
な
り
短
く
、
モ
ー
ラ
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

が
多
い
。
鼻
音
化
し
や
す
い
の
か
、
た
ま
に
風
邪
と

間
違
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

最
近
で
は
、故
郷
の
こ
と
ば
も
代
替
わ
り
し
、祖
父

母
の
代
の
南
部
弁
を
耳
に
す
る
機
会
も
少
な
く
な
っ

た
。
し
か
し
、
私
の
耳
に
は
祖
母
の
声
が
今
で
も
焼

き
つ
い
て
い
て
、
時
折
息
子
を「
お
ん
で
お
ん
で
」
と

呼
び
寄
せ「
め
ん
こ
め
ん
こ
」
と
頭
を
な
で
て
は
、
そ

の
響
き
を
懐
か
し
ん
で
い
る
。

る
場
合
に
、
そ
の
よ
う
な「
響
き
」を
考
慮
に
入
れ
る

必
要
は
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
研
究
者
自
身
が
何
ら

か
の
方
法
│
例
え
ば
そ
の
言
語
と
近
い
関
係
に
あ
る

現
代
語
を
参
考
に
す
る
な
ど
│
に
よ
っ
て
そ
の
言
語

の
響
き
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
か
、

と
い
う
点
は
、
い
わ
ば
研
究
の
舞
台
裏
の
事
情
と
し

て
、あ
ま
り
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

　

過
去
の
言
語
と
私
た
ち
と
を
隔
て
て
い
る
も
の
は
、

実
際
に
生
の
音
を
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点

だ
け
で
は
な
い
。
過
去
の
言
語
を
知
る
手
が
か
り
と

な
る
資
料
が
、
人
々
の
日
常
の
言
葉
を
ど
こ
ま
で
あ

り
の
ま
ま
に
伝
え
て
い
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

ヤ
カ
ブ
・
ナ
ジ（
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
）
と
い
う
ハ

ン
ガ
リ
ー
人
が
、１
６
７
２
年
に
ド
イ
ツ
で
刊
行
し

た
ト
ル
コ
語
会
話
の
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の

ト
ル
コ（
オ
ス
マ
ン
帝
国
）
で
使
わ
れ
て
い
た
ア
ラ

話
さ
れ
て
い
る
言
語
と
違
っ
て
、
書

か
れ
た
記
録
と
し
て
だ
け
残
っ
て
い

る
言
語
を
実
際
に
耳
で「
聴
く
」こ
と
は
、言
う
ま
で

も
な
く
不
可
能
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
歴
史
言
語
学
と

い
う
分
野
が
あ
り
、そ
こ
で
開
発
さ
れ
た
方
法
を
正

し
く
使
う
こ
と
で
、
失
わ
れ
た
言
語
を
再
構
成
で
き

る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
歴
史
言

語
学
で
言
う「
過
去
の
言
語
の
再
構
成
」
と
は
│
私

の
乏
し
い
知
識
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
│
そ
れ
ぞ
れ

の
言
語
に
固
有
の「
響
き
」
ま
で
を
復
元
で
き
る
も

の
で
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
そ
れ
を
目
的
と
す
る
も

の
で
も
な
い
。
こ
ん
に
ち
世
界
に
さ
ま
ざ
ま
な
言
語

が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有
の「
響
き
」を
も
っ
て

い
る
よ
う
に
、
既
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
言
語
に
も

や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の「
響
き
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑

い
な
い
が
、
古
い
時
代
の
言
語
を
研
究
の
対
象
と
す

失
わ
れ
た

響
き
を
求
め
る
話

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

言
語
文
化
部
門 

准
教
授

菅
原 

睦

Text : M
utsum

i Sugahara

3.
夜
明
げ
が

が
っ
た
雲

の
い
ろ　

ち
ゃ
ん
が
ち
ゃ
が
う
ま
こ　

橋
渡
て
来
る
」

　

宮
沢
賢
治
の
短
歌「
ち
ゃ
ん
が
ち
ゃ
が
う
ま
こ
」

の
一
節
で
あ
る
。「
ち
ゃ
ん
が
ち
ゃ
が
う
ま
こ（
＝
チ

ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
）」
は
岩
手
県
盛
岡
地
方
の
伝
統

的
祭
り
で
、「
ち
ゃ
ん
が
ち
ゃ
が
」は
着
飾
っ
た
馬
が

鳴
ら
す
鈴
の
音
で
あ
る
。

　

盛
岡
出
身
の
長
岡
輝
子
氏
の
朗
読
で
初
め
て
こ
の

歌
を
聞
い
た
と
き
、
得
も
言
わ
れ
ぬ
懐
か
し
さ
を
感

じ
、
真
綿
で
ふ
ん
わ
り
と
包
ま
れ
た
よ
う
な
心
地
に

な
っ
た
。
盛
岡
方
言
の
も
つ
独
特
の
音
と
リ
ズ
ム
は
、

標
準
語
の
拍（
モ
ー
ラ
）で
は
表
せ
な
い
。「
ち
ゃ
ん

が
ち
ゃ
が
」も「
ち
ゃ
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
ぐ
」と
鼻
音
化
し
、柔

ら
か
い
２
音
節
に
な
る
。「
う
ま
こ
」も
、
馬
へ
の
愛

着
を
示
す「
〜
っ
こ
」と
い
う
接
辞
が
つ
い
て
い
る
が
、

「
ほ
ん
の
ぴ
ゃ
こ

現
在

く
ど
う 

か
な
こ

１
９
８
９
年
国
際
基
督
教
大
学

教
養
学
部
卒
業
。92
年
同
大
学

大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
前

期
課
程
修
了
。専
門
は
日
本
語

教
育
学
。『
複
合
助
詞
が
こ
れ
で

わ
か
る
』（
分
担
執
筆
、ひ
つ
じ
書

房
、２
０
０
７
）、『
国
境
を
越
え

て﹇
本
文
編
﹈改
訂
版
』（
分
担
執

筆
、新
曜
社
、２
０
０
７
）ほ
か
。

す
が
は
ら 

む
つ
み

１
９
８
７
京
都
大
学
文
学
部
卒

業
、
89
年
同
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
92
年

同
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
学
修
退
学
。95
年
東
京

外
国
語
大
学
着
任
、助
手
、講
師

な
ど
を
経
て
、
２
０
０
９
年
よ

り
大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院

准
教
授
。専
門
は
、
言
語
学
、
中

期
チ
ュ
ル
ク
語
。共
訳
書
に『
デ

デ
・
コ
ル
ク
ト
の
書
』（
平
凡
社

東
洋
文
庫
）な
ど
。博
士（
文
学
）。

心
に
響
く

故
郷
の
こ
と
ば

留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー 

准
教
授

工
藤
嘉
名
子

Text:K
anako K

udo 2.

ビ
ア
文
字
で
は
な
く
ラ
テ
ン
文
字
で
書
か
れ
た
こ
の

本
に
収
め
ら
れ
た
会
話
例
は
、
現
在
の
ト
ル
コ
語
に

多
少
と
も
親
し
ん
で
い
る
者
に
と
っ
て
驚
く
ほ
ど
リ

ア
ル
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
紙
に
書
か

れ
た
言
葉
の
響
き
そ
の
も
の
に
接
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
良
質
の
資
料
と
向
き
合

う
と
き
に
、
研
究
者
は
過
去
の
人
々
の
会
話
を
実
際

に
聴
い
て
い
る
よ
う
な
経
験
を
味
わ
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
う
い
っ
た
資
料
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
場
合
、

碑
文
や
詩
歌
と
い
っ
た
い
わ
ば
普
通
の

0

0

0

文
献
資
料
を

通
し
て
、
過
去
に
話
さ
れ
て
い
た
言
語
の
生
き
た
姿

に
迫
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
あ
る
高
名
な
言
語
学

者
は
、
自
身
の
研
究
対
象
で
あ
る
過
去
の
言
語
の
話

者
が
一
度
だ
け
夢
に
出
て
来
た
と
い
う
こ
と
を
ど
こ

か
に
書
い
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
境
地
に
達
す
る

の
は
ま
だ
先
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
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「日本が長年かけて進めてきた近代化を
たった10年でやってのけてしまう。しか
も、人、政治、文化などの情勢まで複雑
にかかわり合って刻一刻と変わっていく。
不思議で奥が深くて目が離せない。それ
がトルコの魅力です」。そう語るのは、ト
ルコ語専攻３年の加園千尋さん。高校
時代、英語研修で訪ねたロンドンで多く
のトルコ人と遭遇。その人柄に魅せら
れ、トルコに関心を持つようになった。
　東外大に入学後は、トルコ語の勉強に
励む一方で、空手部とESS（英語研究
会）、大学生協学生委員会「TuCoS（タ
コス）」に所属。興味のあることには躊躇
せずに積極的に参加した。
 「やることが多すぎてパンクしそうになっ
たこともありますが、だんだんとバランスの
とり方をつかみ、楽しめるようになりまし
た。並行していろいろなことをやるコツ
は、完璧を求めすぎないことですね」
　大学２年の春には、学外の英語劇団
『モデル・プロダクション（MP）』に参加。
会話はすべて英語という条件の中で、舞
台の衣装とメイクに取り組んだ。この頃
卒業後の進路に迷っていた。
 「普通に就職しても将来どうなるかわか
らない。それならば、好きなことを仕事に
しようと思いました。MPの現場でみっち
り鍛えてもらい、それに耐えられたら服飾
の道に進もうと考えたんです」
　MPでの経験で手ごたえを感じた加園
さんは、本格的に服飾の道を目指すこと
に。夢に一歩でも近づくため、今春から
服飾専門学校の１年コースに入学。毎週
日曜日に服作りの基礎を学んでいる。
 「将来は習得したトルコ語を生かせる、ト
ルコのアパレルメーカー勤務を希望して
いますが、トルコでは服飾の仕事に就く
こと自体が難しい。まずは基礎を学び、
日本できちんと技術を身につけてからトル
コに行きたいと思っています」
　来年は半年間休学し、トルコの企業で
インターンシップも経験したい、と夢を膨
らませる。

〈1〉日本の伝統的な武道を学ぼうと
大学で空手を始めた。

 〈2〉外語祭の語劇で作った衣装。
シワになりやすく苦労した。
 〈3〉毎日必ず持ち歩く

ポケットサイズのトルコ語の辞書。
〈4〉高円寺のアパートから大学まで、
約15kmの道のりを自転車で通う。

1

2

3

4

Chihiro Kazono
2010年東京外国語大学トルコ語専攻に入学。
ESSや大学生協の
学生委員会「TuCoS」などで幅広く活躍中。
パタンナーを目指し、
週末は服飾専門学校に通う。
空手初段（黒帯）。茨城県出身。

Influential Face

歴史を刻む
在学生

Text by 
Yoko Yoshida

Photo by 
Misato Iwasaki

楽しいという
  実感がなければ、
  続けられない。

「

夢
は
、
ト
ル
コ
で
服
を
作
る
こ
と
」   

加
園
千
尋 

ト
ル
コ
語
専
攻

　3
年
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0101東外大のメンバーになった方々 から一言いただきました

島田志津夫
Shizuo Shimada

大学院総合国際学研究院
国際社会部門（中央アジア地域） 特任講師

田島充士
Atsushi Tajima

大学院総合国際学研究院
言語文化部門（心理学） 准教授

坂井真紀子
Makiko Sakai

大学院総合国際学研究院
国際社会部門（アフリカ地域） 特任講師

　子どもの頃にテレビ番組で見たシ
ルクロードの風景に魅せられ、中央
アジアについて勉強したくて本学ペ
ルシア語学科に進学しました。
　ソ連崩壊前後の1990年代当時、
日本では中央アジアについての情
報は非常に限られており、数少ない
情報から想像（妄想？）をめぐらす
か、あるいは直接現地に行って情報
を入手するかしかありませんでし
た。その後、ウズベキスタンとタジ
キスタンで実際に生活する機会を
得て、ウズベク語とタジク語を学び、
自身の研究を進めてきました。
　情報が氾濫する現代では、自分
がほしい情報は瞬時に何でも手に
入ります。目の前に答えがぱっと現
れる。そのためか、最近の若い人た
ちはいろいろなことに想像をめぐら
すことが少なくなったように感じま
す。国内で最初の中央アジア地域
の専門課程で自分が教えるとは思
いもよりませんでしたが、一般にはま
だなじみの薄いこの地域について少
しでも多く知ってもらうだけでなく、
想像の翼を広げながら物事を探求
する楽しさについても伝えることが
できればと思っています。

　久しぶりに母校に戻ってきまし
た。私は、異なる生活文脈・文化を
背景として異なる見解を持つ者同士
の対話可能性に関心を持ち、心理
学研究を進めてきました。このよう
なテーマにこだわり続けてきたの
は、東外大での学びが大きく影響し
ていたと思います。
　外国語を学ぶということは、外国
の事情に詳しくなると同時に、自国
の文化についても自覚的に学び直
し、両者を結びつけようとするプロセ
スを伴うものと言えます。多様なも
のの見方の存在に気づき、自分自身
のものの見方も客観視する。東外
大でこのような学びを体験できたこ
とが、異文化間対話への関心を高め
るきっかけになったと思います。
　異文化間対話は、現代社会に生き
る我々にとってもなお、達成困難な
課題ではないでしょうか。対立する
見解を持つ当事者同士が、いかに対
話を続けながら、お互いに納得ので
きる新たな世界観を生みだすことが
できるのか。そこに心理学はどのよう
な貢献ができるのか。この困難なテ
ーマについて、東外大で学ぶみなさ
んと共に、考えていきたいと思います。

「アフリカに、何か学ぶことがある
の？」と問われることが、以前に比べ
れば少なくなりました。ただ貧しく
援助が必要な存在としてのアフリカ
のイメージが、変わりつつあることを
実感しています。実際、グローバル
な動きの中で、先進国と途上国とい
う従来の上下関係は流動化してい
ます。新しい市場としてアフリカが
注目されるとは、20年前には想像も
しませんでした。今この時代に、本
校にアフリカ地域専攻が作られたこ
との意味は大きいと思います。　
　３.11以降、私たちは、経済発展の
みを目指す生き方そのものを問い直
さざるを得ない現実を生きることに
なりました。欧米発の既存の価値
観を問い直し、さまざまな生き方や
可能性に気づかせてもらえる場とし
て、アフリカの持つ「生きる力」から
学ぶことはたくさんあります。学生
たちには、メディアが作る「貧しい」
「危ない」といった固定的なイメージ
をかっこに入れて、手ぶらでアフリカ
に行ってほしい。その懐の深さ、あ
たたかさや強さにふれてほしい。私
はその学びの入り口で、案内役を務
められればと思います。

座右の銘

お天道様は
見ているぜ
（車寅次郎）

座右の銘

外国語を知らないものは、
自分の国語についても
何も知らない

（ゲーテ『格言と反省』から）

座右の銘

笑う門には
福来る

東京外国語大学出版会が
新刊２冊を発行

「本当の“就業力”が育つ大学」
総合１位にランキング

　「日経CAREER MAGAZINE
“受験から就職まで 親と子のかし
こい大学選び”」（日経HR、2012
年6月11日）の特集「本当の“就業
力”が育つ大学ランキング」で、昨
年にひき続き本学が総合１位に輝
きました。
　就職活動中の学生に対し「学
業」「課外活動」「交友関係」「就
業観」についてアンケートが行わ

れ算出されたランキングで、本学
は「学業」では１位、「交友関係」
「課外活動」においても上位に位
置する結果となりました。

　本書は、1960年代にグローバル
資本主義の特徴を分析した先駆
的な研究として、いまなお世界で広
く読み継がれるラテンアメリカ研究
の古典です。1995年から2002年
にかけてブラジル大統領を務めた

カルドーゾ氏の社会学者としての
出発点となる著作であり、BRICsの
めざましい成長と、昨今の反グロー
バリズム・反新自由主義の思想的
背景を理解するための一冊です。
解説：恒川惠市（東大名誉教授）。

　東南アジアは、世界で最も多く
のムスリム（イスラーム教徒）を抱
える地域です。本書は、その東南
アジアのイスラームについて、歴
史的・文化的背景から政治や経
済にいたるまで、総合的かつ多角

的に考察した論文集です。イスラ
ーム研究の最新の成果として、研
究者や専門家に限らず、昨今注目
を集めている東南アジアやイスラ
ームに関心のあるすべての人にお
すすめの一冊です。

『ラテンアメリカにおける従属と発展 
─グローバリゼーションの歴史社会学』

『東南アジアのイスラーム』

フェルナンド・
エンリケ・カルドーゾ／
エンソ・ファレット著
鈴木茂／受田宏之／
宮地隆廣 訳

2012年4月10日発行
四六判／上製／352頁
定価2,940円（税込）

床呂郁哉／
西井凉子／福島康博 編
2012年4月10日発行
A5判／上製／414頁
定価3,780円（税込）

「就業力」とは、
自分に適した仕事を見つけ、
継続して仕事ができる

力のこと。
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２
学
部
体
制
に
な
っ
た

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、果
た
し
て
学
生
諸
君
は

ど
ん
な
表
情
で
毎
日
を
送
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。組
織
の
変
化
は
そ
こ
で
学

ぶ
若
者
た
ち
に
も
変
化
を
も
た
ら
す
だ

ろ
う
か
。そ
ん
な
好
奇
心
か
ら
キ
ャ
ン
パ

ス
の
定
点
観
測
を
試
み
た
。結
果
は
巻

頭
特
集「
今
日
の
自
分
が
明
日
の
世
界

を
つ
く
る
」で
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
お
り
、

新
入
生
も
、
そ
し
て
以
前
か
ら
い
る
諸

君
も
、
と
て
も
い
い
表
情
を
し
て
い
る
。

そ
れ
が
何
よ
り
の
希
望
だ（
編
集
子
）。




